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設置と準備 


iMac をおホめいただき、誠にありがとうございます。この 
章では、ご購入いただいたコンピュータの設置ち法につい 
て説明します。 

お求めの iMac は、手早く設置してずぐに使い始めることができるように設計されていまず 。 iMac 
や Macintosh コンピュータをはじめてお使いになる方は、まずこの章の説明をお読みください。 

重要： 電源コンセントにコンピュータのプラグを差し込む前に、設置手順の解説と安全性に関す 
る情報 （97 ページを参照）をよく読んでください。 

今までに Mac を使ったことがある方は、 iMac をずぐに使い始めるだけの知識をすでにお持ちか 
もしれません。第2章 nMac について」を一読して、お求めの iMac の新機能についての情報を 
確認してください。 

iMac を設定する前に、コンピュータの外側にある保護用のフイルムをすべて外しまず。 
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付属品を確認する 

お使いの iMac には 、 Apple Keyboard、Mighty Mouse . Apple Remote 、 および AC 電源 
コードが付属しています。 



ま1章 設置と準備 





















iMac の設定を行う 

お使いの iMac を設定するときは、が下の数ページに記載されている手順に従って進めてくだ 
さい。 

手順1: 電源コードをスタンドの巧に通して、 iMac の背面にある電源ポートにつなぎます。 
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手順 2: インターネットまたはネットワークにアクセスするには、 Ethernet ケーブルの一端を 
iMac につなぎ、もラー端をケーブルモデム、 DSL モデム、またはネットワークにつなぎまず。 



ワイヤレスネットワークに接続またはその設定をする場合は、105ぺージの付録 C 「 インターネッ 
卜に接続する J を参照してください。 
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手順 3: キーボードとマウスのケーブルを接続しまず。 



Wireless Keyboard と Wireless Mouse を使用ずる 

iMac と一緒に Apple Wireless Keyboard および Apple Wireless Mouse を購入した塌合'は、キー 
ボードとマウスに付属のマニュアルを参照してコンピュータに設置して使用してください。 
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手順 4: パワ ー (山）ボタンを}甲して iMac の電源を入れまず。 
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次の手)慣 

はじめて iMac の電源を入れると、「設定アシスタント J が起動しまず。「設定アシスタント」を 
使うと、インターネット情報およびメール情報の入力や iMac のユーザの設定を簡単に巧うこと 
ができます。ほかの Mac がすでにある場合は、「設定アシスタント J を使って、ファイル、アプ 
リケーション、その他の情報をが前の Mac から新しし MMac に自動的に転送できます。 

お使いの iMac に情報を転送ずる 

「設定アシスタント」を使巧すると、古い Mac で保をしていた設定、ファイル、およびフォルダ 
を簡単に コピー ずることができます。このアプリケーションが、古い Mac を新しい Mac につな 
いで、ネットワークの設定、ユーザアカウント、書類、写真、アプリケーションなどを移行ずる 
方まを示します。「設定アシスタント J は、お使いの新しい Mac へのファイル転送を 、 FireWire 
を使用して速く簡単に行います 一 あとは画面に表示される指示に従ラだけです。 

情報を転送ずるには次のものが必要です： 

• 標準の FireWire ケーブル巧 ピン-6ピン） 

• 古い Mac に Mac 日 SX の八‘ージョン10.1が降がインス!ルされていること 
-古い Mac に内蔵 FireWire が搭載されていて、 FireWire 夕ーゲット-ディスク-モードに対応し 
ていること 

「設定アシスタント」が表示する指示に従えば、簡単に情報を転送ずることができ、もう1台の 
Mac の情報には影響がありません。「設定アシスタント」によって転送できるものは次の情報 
でず： 

• 環境設定やメールなどのユーザアカウント 
• ネットワーク設定 
• 「アプリケーション」フォルダ 

• メイン八ードディスク上にあるファイルとフォルダ 
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• ほかの八ードディスク上にあるファイルとフォルダ 


iMac をはじめて起動したときに「設定アシスタント」を使って情報を転送しない場合、後で「移 
行アシスタント J を使って情報を転送できます。「アプリケーシヨン J フォルダを開き、「ユー 
ティリティ J を開いて、「移行アシスタント」アイコンをダブルクリックしまず。 

参き：「移巧アシスタント」を使って後で情報を転送ずる場合は、古いコンピュータ上で FileVault 
力て切になっていることを確認してください。 FileVault を切にするには、アップル霸）メニュ ー 
>「システム環境設定」と選択し、「セキュリティ J をクリックして、画面の説明に従います。 

iMac のインターネットの設定を行ラ 

ネットワーク設定を転送しなかった場合は、「設定アシスタント」を使って、 iMac をインター 
ネットに接続するための設定を行ラこともできます。 ホームユーザの場合、インターネットにア 
クセスずるには、インターネット•サービス•プロバイダ （ ISP ) に加入する必要があります。別 
途費用が必要になる塌合がありまず。インターネットアカウントを持っている場合は、入力する 
必要のある情報を105ページの付録 C 「インターネットに接続する J で確認してください。 
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詳細表示 

さらに詳しく知りたいときは、が下を参照してください： 


1知りたいこと... 

参照先... 


iMac の電源を切る/ 

スリープ状態にする 

18ぺージぺージの 

り Mac をスリープ状態にする/電源を切る」。 

iMac のさまざまな部分を 
使巧ずる/いくつかの一般的な 
操作を実行する 

21ページの第2章 

「 iMac について J 。 

オンスクリーンヘルプから得ら 
れる情報を検索する 

31ぺージの mac ヘルプで情報を探す」。 

iMac の独自の機能を使用 
する/デジタル装置を接続ずる 

39ぺージの第3章 

「 iMac を使届する J 。 

メモリを取り付ける 

75ぺージの第4章 

「メモリを取りせける」。 

iMac に問題があるときに、その 
問題を解決する 

85ぺージの第5章 

「トラプルへの対処ちま」。 
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iMac をスリープ状態にする/電源を切る 

iMac での作業を終了するときは、コンピュータをスリープ状態にするか、システム終了するこ 
とができまず。 

iMac をスリープ状態にずる 

iMac を使った作業を中断ずる期間が2、3日より短いときは、 iMac をスリープ状態にしてくだ 
さい。スリープ機能が働いているときは、 iMac の画面が暗くなり、ディスプレイのち下にある 
ルさい白いランプが脈打つように光りまず。 iMac はずぐに元の状態に戻ずことができまず（起 
動の過程は省略されます)。 

iMac をすぐにスリープ状態にずるには、巧のいずれかの操作を巧いまず： 

• アップル （ t ) メニュ ー> 「スリープ」と選択します。 

- iMac の背面にあるパワ ー (の）ボタンを押しまず。 

-アップル （<) メニュ ー> 「システム環境設定」と選択し、「省エネルギー」をクリックして、 
スリープタイマーをセットします。 

- Apple Remote の再生/-時停止（り〇ボタンを3砂間押し続けます。 

iMac を稼働状態に戻ずときは、キーボード上の任意のキーまたは Apple Remote の任意のボタ 
ンを押しまず。 iMac 力なリープ状態から復帰したとき、お使いのアプリケーシヨン、書類、コ 
ンピュータの設定は、スリープが態に移行ずる前とまったく同じです。 
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iMac のシステムを終了ずる 

何日も iMac を使わない場合は、 iMac のシステムを終了しまず。アップル （<) メニュ ー >「シ 
ステム終了 J と選択しまず。 

客告： iMac を持ち運ぶ前に、 iMac のシステムを終了してください。 A - ドディスクが回転し 
ているときに iMac を持ち運ぶと、八ードディスクが故障して、データが失われたり、八ード 
ディスクから起動できなくなるおそれがありまず。 
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iMac について 


2 


この章では、お使いの iMac に関する基本的な情報に 
ついて説明します。 

お使いの iMac の各部と Mac OSX の機能の概要について説明します。助けが必要なときの調べ 
かた、デスクトップ表示のカスタマイズ、プリンタへの接続、インターネットの利巧など、一般 
的な操作に関する情報も含まれます。 

最新情報の入手 

アップルでは、システムソフトウェアを頻繁に更新し、新しいバージョンをリリースしています。 
そのため、このマニュアルに示されている画像は、実際の画面に表示されるものと多か異なる場 
合がありまず。 

アップルの Web サイト （ www . apple . com / jp ) から、アップルの最新ニュース、無料ダウンロー 
ド、 およびお使いの iMac のソフトウェアおよび八ードウェアのオンラインカタログを入手でき 
まず。 

また、アツプルのサービス&サボートの Web サイト ( www . apple . com / jp / support ) には、多 
くのアップル製品のマニュアルおよびずベてのアップル製品の技術サポートがあります。 
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前面 A 



スロットローデイング方式 
，光学式ディスクドライブ 


スピーカー 


バワ— r ンジケータ • 
ランフ 


Remote レスト 


音量調節キー 


メディア•イジェクト-キー 


Apple Remote 


Mighty Mouse 
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スロットローディング方式の光を式ディスクドライブ 

iMac には SuperDrive が装備されており、 CD-ROM ディスク、フォト [D、 一般のな 
音楽 CD、DVD ディスク、および DVD ムービーを読み取ることができます。 
SuperDrive では、音楽、書類、およびその他のデジタルファイルを CD-R、CD-RW. 
DVD±R、DVD±RW、 および DVD+RDL (2 層）ディスクに書き込むこともできます。 

内蔵 スピーカー 

音楽、ムービ ー、j デーム、マルチメディアなどの音を聴くことができます。 

バワ ー• インジケータ-ランプ 

iMac がスリープ状態のときは、白いランプが点滅します。 iMac の電源が入っている 
ときは、このランプは消えています。 

Remote レスト 

iMac 本体右側の光学式ディスクドライブの下に内部磁石があり、 Apple Remote を使 
巧していないときに格納できます。 _ 

Apple Keyboard 

キーボードコントロールを使って、音量を調節したり、ディスクを取り出したりし 
ます。 

Mighty Mouse 

プログラム可能な、革新的なスクロールボールの付いたマルチボタンのマウスを使っ 
て、書類、 Web ページ、またはその他のコンテンツを、クリック、スクイーズ、およ 
びスクロールします。_ 

Apple Remote 

便利な6ボタンのリモコンと rFront Rowj を使って、部屋の中の離れた場所から、 
音楽、写真およびビデオをコントロールしまず。 
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前面 B 


内蔵 

マイクロフオン 


内蔵 iSight カメラ 



カメラ•インジケータ•ランプ 
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カメラ•インジケータ•ランプ 

iMac のカメラがビデオを表示しているとき、または 「Photo Booth 」 が開いていると 
きは、緑のランプが点なします。 

内蔵 iSight カイラ 

nChatAV 」 アプリケーションを使苗して、友人や家族、同僚とプロードパンドを通じ 
てビデオ会議をしたり、 「 PhotoBooth 」 アプリケーシヨンを使巧して、スナップ写真 
を撮影します。 


が） 

内蔵マイク 

iMac に直接音声を記録したり、付属の「に hatAV 」 アプリケーションを使苗して、ブ 
ロードパンドを通じて友人とライブで会話したりずることができます。 

内蔵.赤外線 （ IR ) レシーバー 

Apple Remote と内蔵の IR レシーパーを使って、 iMac をシームしスに操作します。 

環境光センサー 

iMac がスリープ状態のときに、環境光を感化し、周囲の光の量に応じてパワー■イン 
ジケータ.ランプの明るさが自動的に調整されます。 

内蔵 スピーカー 

音楽、ムービー、ゲーム、マルチメディアなどの音を聴くことができます。 

ホ 

Apple Keyboard に装偏された 2 基の USB (Universal Serial Bus )1.1 ポート 

マウスなど、低出力の USB 1.1 装置は、 iMac コンピュータのキーボードに接続しま 
す。（お使いの iMac の背面には、3つの A イスピード USB 2.0 ポートもあります。） 
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背面 A 
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〇 

MiniDVI (ビデオ出力）ポート 

iMac をアップル製のフラットパネルディスプしイやその他の DVI コネクタを装備し 
たディスプレイに接続ずるには 、 Mini DVI - DVI アダプタを使届します。 VGA コネクタ 
を使巧する外部のモニタや映像磯器に接続するときは 、 Mini DVI - VGA アダプタを使 
います。また、コンポジットや S ビデオをサポートする Mini DVI - Video アダプタを 
使って、テレビ、ビデオデッキ、または別のビデオ裝置に接続することもできます。 

アダフタは www.apDle.com/japanstore で購入することができます。 

ぐ•ク 

Ethernet ポート （10/100/1000 Base - T ) 

10/100/1000 Base - T の高速な Ethernet ネットワーク、 DSL モデムやケーブルモデム、 
またはほかのコンピュータに接続してファイルを転送できます。 Ethernet ポートに 
よって、ほかの Ethernet 装置が自動的に検出まれます。 

な 

才ーデイオライン入カポート 

ラインレペルのマイクロフォンやその他の才ーディオ磯器から音声を iMac に入力で 
きます。 

〇 

ヘッドフォン 出力/光才ーデイオ出カポート 

ヘッドフォンなど音声出力巧の裝置を接続することができます。または、ミニプラグ 
ジャック付きの光才ーディオケーブルを使って、レシーパー、ホーム•シアター•シ 
ステム、またはその他のデジタルオーディオ磯器を接続できます。 

ホ 

USB (Universal Serial Bus ) 2.0 ポート （3 基） 

iMac に、モデム、 iPod 、 プリンタ、ディスクドライブ、デジタルカメラ、ジョイス 
ティックなどを接続します。 

V 

FireWire 400ポート （2 基） 

デジタル-ビデオ-カメラや外部記憶装置などの裝置を高速なデータ転送速度で接続 
できます。 
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背面 B 
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電源ポート 

iMac コンピュータの電源コードを接続します。 


セキュリティスロット 

鍵とケーブルを取り付けて、盗難をお止します （ www . apple . com / japanstore から入 
_手できます）。_ 

む パワー ボタン 

iMac の電源を入れたり、スリープ状態にしたりします。巧し続けると、問題が起きた 
ときにリセツトずることができます。 


メモリアクセス 

お使いの iMac には、512 MB (メガパイト）が上の667 MHz 、 PC 2-5300 DDR 2 
(Double Data Rate 2) SO - DIMM が搭載されています。お使いの iMac には、合計2 

GB までメモリを追加できます。メモリの取り付けち法について詳しくは、76ページ 
の「追加メモリを取り付ける」を参照してください。 

夕 

AirMac Extreme ワイヤレステクノロジー（内部） 

お使いの iMac の内蔵 AirMac Extreme テクノロジーを使ってワイヤしスネットワー 
クに接続します。 



Bluetooth ® 2.0 +EDR ワイヤレステクノ □ジー（内部） 

Bluetooth 対応の携帯電話、 PDA , プリンタ 、 Apple Wireless Keyboard や Apple 
Wireless Mouse などのワイヤしス裝置に接続します (Apple Wireless Keyboard と 
Mouse は www . apple . com/japanstore から購入できます）。 
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Mac OS X につし、て 

お使いの iMac には 、 Mac OS X 「 Tiger 」 および数々の賞を受賞した iLife アプリケーシヨンス 
イートが付属しています。 iMac に付属のか冊子 [Welcome to Tiger 」 を参照ずると 、 Mac OS X 
および iLife についてさらに詳しく巧ることができます。また、 「 Mac ヘルプ J (31 ぺージを養照） 
を開いて、そこに記載されている情報をブラウズしてください。新しいユーザ、経験豊富なユー 
ザ、および Mac に変更したユーザ向けのさまぎまな情報が見つかります。 MacOSX の使用中に 
問題が発生した場合は、このマニュアルの巻末にあるトラブルへの対処方法のヒントを参照ずる 
力、、または画面の上部にあるメニューバーから「ヘルプ J > 「 Mac ヘルスと選択してくださし、。 

Mac OS X には次のものが含まれていまず： 

• Spotlight :ずべてのファイルのインデックスを自動的に作成ずる、強力な検索エンジンでず。 

• Dashboard :「ウィジェット J と呼ばれる便利でルさいアプリケーシヨンをずぐ手元に置くた 
めのインターフ X イスでず。 


• Expose :開いているすべてのアプリケーシヨンを分かりやずく並べて表示します。 

MacOSX とソフトウェア•アプリケーシヨンの互換性に関ずる情報や、 MacOSX についてもっ 
と詳しく知りたいときは 、 Mac 0 S X の Web サイト （ www . apple . com / jp / macosx ) を参照して 
ください。 
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Mac ヘルプで情報を探す 

Mac の使巧に関するほとんどの情報は、 「 Mac ヘルスにあります。 

Mac ヘルプを開くには： 

1 「 Dock 」 （画面の縁に沿って表示されるアイコンの八’一)の 「 Finde 。 アイコンをクリックしまず。 

ん 

2 「ヘルプ J > 「 Mac ヘルプ J と選択しまず（メニユーバーの「ヘルプ」メニユーをクリックして 
nviac ヘルプ J を選びます）。 



3 検索欄をクリックして質問を入力し、キーボードの Return キーを押しまず。 
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デスクトップをカスタマイズする/環境設定を行う 

「システム環境設定」を使巧すると、デスクトップの外観を好みに合わせて簡単に蜜要できます。 
メニューバーからアップル （<) メニュ ー> 「システム環境設定」と選択します。 



iMac に慣れてきたら、ほかのシステム環境設定も試してみてください。「システム環境設定」で 
は、お使いの iMac のさまざまな設定を変更できます。詳しくは、「ヘルプ」> fMac ヘルプ J と 
選択し、「システム環境設定 J または変更したい特定の環境設定の名前を検索してください。 
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プリンタを接続ずる 

たいていのプリンタは USB ケーブルを介して接続できまず。 Ethernet などのネットワーク接続 
が必要なプリンタもあります 。 AirMac Express または AirMac Extreme ベースステーションをお 
持ちの塌合は、 USB プリンタをコンピュータではなくべースステーションに接続して、ワイヤレ 
スでプリントすることができます。必要なソフトウェアをインストールしてプリンタを接続ずる 
には、プリンタに付属のマニュアルの指示に従ってください。 MacOSX には、ほとんどのプリ 
ンタのドライバが内蔵されていまず。 

プリンタを接続ずると通常は、コンピュータが自動的にプリンタを検出し、使用可能なプリンタ 
をリストに追加しまず。ネットワークに接続されたプリンタからプリントずる場合は、プリンタ 
のネットワーク名またはアドレスが必要になる場をがありまず。 

プリンタを設定ずるには： 

1 「システム環境設定」を開き、「プリントとファクス J アイコンをクリックしまず。 

2 「プリント」をクリックしてから、「追加」 （+) ボタンをクリックして、プリンタを追加します。 
3 使巧するプリンタを選択し、「追加 J をクリックしまず。 

4 プリンタリストに表示されるプリンタを選択するときは、「追加 J (+) ボタンと r 取り除く」 （-) 
ボタンを使巧します。 

プリント処理を監視ずる 

プリンタに書類を送信した後で、プリント赃理を監視できまず。これには、プリントジョブの停 
止や一時保留も含まれます。プリントの状態を監視するには、 「 Dock 」 にあるプリンタのアイコ 
ンをクリックして、プリンタのウインドウを開きまず。プリントキュー内のプリントジョブが表 
示され、それらのジョブを操作できまず。 

詳しくは、 「 Mac ヘルプ」を開き、「プリントずる J を検索してください。 
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ソフトウェアを最新の状態に保つ 

インターネットに接続し、無料の最新ソフトウェアバージョン、ドライバ、およびその他の強化 
機能をアップルから自動的にダウンロードしてインストールできます。 

インターネットに接続されている場合、「ソフトウェア•アップデート」がアップルのインター 
ネ ッ トサーバをチェックして、お使いのコンピュータで利巧できるアップデートがあるかどうか 
を確認しまず。お使いの iMac では、毎週自動的に確認するように設定されていますが、毎日ま 
たは毎月確認するように設定を蜜要することができます。また、アップデートを手動で確認ずる 
こともできます。 

アップデートされたソフトウェアを確認するには： 

1 「システム環境設定」を開きます。 

2 「ソフトウェア•アップデート J アイコンをクリックし、画面に表示される指示に従いまず。 
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•詳しくは、 「 Mac ヘルプ」で「ソフトウェア•アップデート」を検索してください。 

• Mac OS X に関する最新情報は 、 Mac OS X の Web サイト ( www . apple . com / jp / macosx ) を参 
照してください。 

ネットワークに接続する 

お使いの iMac を Ethernet ネットワーク、ケーブルモデム、 DSL モデム、またはワイヤレスネッ 
トワークに接続したい場合、 Ethernet または AirMac 接続の設定について詳しくは、57ぺージ 
の 「 Ethernet ネットワークに接続ずる」および54ぺージの 「AirMac Extreme ワイヤレスネッ 
トワークについて J を参照してください。また、 「 Mac ヘルプ」を開き、 「 Ethernet 」 または 
「 AirMac 」 を検索して調べることもできます。 

インターネットを使用する 

最初に iMac を設定したときに、「設定アシスタント」に従ってインターネットに接続されていま 
す。接続の種類 （ DSL モデムやケーブルモデム 、 Ethernet LAN (Local Area Network ). または 
AirMac Extreme やその他のワイヤレスネットワークなど）を変更する必要がある塌合は、 
105ページの付録 C 「インターネットに接続ずる」を参照してください。 
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ファイルをほかのコンピュータに転送する 

お使いの iMac とほかのコンピュータとの間でファイルまたは書類を転送ずるには、いくつかの 

方まがあります。 

• 「設定アシスタント」を使うと、簡単にファイルを転送できまず。詳しくは、15ページの「お 
使いの iMac に情報を転送ずる」を参照してください。 

• . Mac またはその他のインターネットアカウントを使って、インターネットを介してファイルを 
転送できまず。詳しくは、 www . mac . com / japan を参照してください。 

• iMac が Ethernet ネットワークに接続されている場合は、ネットワーク上の別のコンビュータに 
ファイルを転送できます。別のコンピュータやサーバにアクセスずるときは、 「 Finderj のウイ 
ンドウを開き、「ネットワーク J をクリックしまず。コンピュータの名前またはネットワークア 
ドしスが分かっている場合は、 「 Finder 」 のメニューバーから「移動」>「サーバへ接続 j と選 
おしまず。 

• お使いの iMac からほかのコンピュータの Ethernet (く…〉）ポートに Ethernet ケーブルを接続し 
て、か規模な Ethernet ネットワークを作成できまず。詳しくは、 「 Mac ヘルスを開き、「2台 
のコンピュータを接続する」を検索してください。 

• FireWire ケーブルを使ってほかの Mac と接続できます。お使いの iMac がほかのコンピュータ上 
でディスクドライブとして表示され、ファイルを転送ずることができまず。ファイルの転送に 
FireWire を使巧する方法について詳しくは、 「 Mac ヘルスを開き、 「 FireWire を使ってファイ 
ルを転送する」を検索してください。 

• AirMac ワイヤレスネットワークに接続して、ファイルを転送できまず。詳しくは、54ぺージ 
の 「AirMac Extreme ワイヤしスネットワークについて J を参照してください。 

ファイルや書類の転送について詳しくは、 「 Mac ヘルスを開いて、「ファイルを転送ずる J また 

は目的の接続方法を検索してください。 
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アプリケーションを使用する 

お使いの iMac には、メールの送信、ネットサーフィン、オンラインチャット、音楽やデジタル 
フォトの整理、ムービーの作成などを巧うための、 iLife アプリケーションおよびその他のさまざ 
まなソフトウエア-アプリケーションが付属しています。これらのアプリケーションについて詳 
しくは、該当のアプリケーションを開いてから、アプリケーションのヘルプを開いてください。 

アプリケーションが応答しないときは 

まれに、アプリケーションが画面上で「操作不能」になることがありまず 。 Mac OSX には 、 iMac 
を再起動せずに、応答しないアプリケーションを終了する方法が巧意されています。操作不能に 
なったアプリケーションを終了すると、開いているほかのアプリケーションでの作業を保をでき 
る塌合がありまず。 

アプリケーションを強制終了ずるには： 

1 コマンド （进）+ Option + Esc キーを押すか、アップル （■) メニュ ー> 「強制終了」と選択します。 
「アプリケーシ ョンの 強制終了」ダイアログが表示され、問題のアプリケーシ ョンが 選択されまず。 

e ^ © アプリケーションのまが巧了 

しぱら<持ってもアプリケーションが巧さしない 
場をは、そのアブリケーションのを折を a 巧して、 

■強がな了 ■モクリックして < ださい， 
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2 「強制終了」をクリックします。 

問題のアプリケーシヨンが終了しまず。ほかのアプリケーシヨンはずべて開いたままになりまず。 
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iMac を使用ずる 


この章では、お使いの iMac に搭載されている、多数の機 
能の使用ち法について説明します。この章を読めば、お使 
いのコンピュータを最大限に活用できます。 

お巧いの新しい iMac でが届できる機能をいくつか紹介します： 

• Mighty Mouse を巧って、クリック、口ール、スクイーズ、およびスクロールする 

• Apple Remote と 「Front Rowj を使って、部屋の中の離れた場巧から、音楽、写真およびビ 
デオを楽しむ 

•「Photo Booth 」 と内蔵 iSight カメラを使って、スナップ写真を撮影ずる 
- nchat AVj と内蔵 iSight カメラを使って、ビデオチャットずる 
- 「 iMovieHD 」 と内蔵 iSight カメラを使って、ビデオ作品を作成する 
• 内蔵の AirMacExtreme テクノロジーを使って、ワイヤレスネットワークを使用する 
- USB 2.0 (ホ）ポートを使って、プリンタやその他の周辺機器に接続ずる 
- FireWire ( Y ) ポートを使って、ビデオカメラからビデオを読み化んだり、外付けの八ードディ 
スクを追加ずる 

- Mini DVI ビデオ （ IDI ) ポートを使って、テレビ、ディスプしイ、またはプロジェクタに、デス 
クトップをミラーリングもしくは拡張ずる 

• SuperDrive を使って、 DVD や CD を作成する 


3 


39 





iMac の機能について知りたいときは、まずこの章を参照してください。詳しい情報は、 「 Mac へ 
ルプ」および iMac のサポート Web サイト ( www . apple . com / jp / support / imac ) でも参照でき 
まず。 


Mighty Mouse を使巧する 

お使いの iMac には、トップシェルに隠されたタッチセンサーにより、クリックした場所を感知 
する 、 Mighty Mouse が付属していまず。また Mighty Mouse には、圧力を感知するボタンが両 
サイドについており、親指とほかの指で両側をはさんでスクイーズずると、 「 Dashboardj や 
^ Exposej を起動したり、そのほかカスタマイズ巧能な磯能を設定することも可能です。右ボタ 
ンか左ボタンを主ボタンとして設定したり、スクロールボールから指を持ち上げることなく、書 
類画面のどこにでも移動したりすることができます。 



40 I 


ま3章 iMac を使用する 



Mighty Mouse を設定ずる 

Mighty Mouse は、スクロールボールボタンを押ずと 「 Dashboard 」 を、また両サイドのボタン 
をスクイーズすると Expos もを、それぞれ起動ずるようにあらかじめ設定されていまずが、自 
分でさまざまなカスタムオプションを設定ずることが可能でず： 

• スクロールボールボタンでアプリケーションスイツチヤーを起動するように設定し、スクロー 
ルずる ごとにタスクから次のタスクへと切り替えまず。 

-任意のボタンで Spotlight 検索が新規で開始されるように設定し、探しているものを検索し 
まず。 

• サイドボタンの設定を変更し、 「 Expos ものすベてのウインドウを表示ずる代わりに、現在の 
アプリケーションのウインドウのみを表示ずるようにします。 

-選択した任意のアプリケーションを 、 Mighty Mouse のボタンで起動ずるように設定します一 
割り当てるボタンのポップアップメニューから「その他」を選択し、 「 Finderj でアプリケー 
シヨンをブラウズします。 


-トップシてルのどちらのボタンでも主ボタンとして磯能ずるように設定します。 

「キーボードとマウス J 環境設定を開き、 1 ボタンのマウスとして、またはマルチボタンのマウス 
として、 MightyMouse を設定ずることができまず。この環境設定では、ポップアップボタンメ 
ニューに加え、軌跡、スクロール、およびダブルクリックの間隔の速度調節もできます。主ボタ 
ンおよび副ボタンの指定 、 Mighty Mouse で起動するアプリケーシヨンの割り当て直し、および 
スクロール特性のカスタマイズなどが選択できます。 


ま3章 iMac を使用する 


i 41 


r キー ボードとマウス j 環境設定を開くには： 

1 アップル （《) メニユ ー> 「システム環境設定 J と選おしまず。 

2 「キーボー ドとマウス J をクリックして、「マウス」をクリックします。 



Mighty Mouse についての詳しい情報 

Mighty Mouse の設定と使用についての詳細情報は 「 Mac ヘルプ」で参照できまず。「ヘルス 
> 「 Mac ヘルプ」と選択し 、 「Miahty Mousej で検索してください。 
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キ ー ボ ー ド コントロー ル 

キーボードを使って、音量の調節やディスクの取り出しなどの操作を実行します。 


消音キー、 


•イジ ェ クト- キー 


音量ダウン キー 音量アツ フキー 


ディスプレイの輝度を上げるにはキーボードの F 15 キーを押し、輝度を下げるにはキーボードの 
F 14 キーを押します。画面上のウインドウを管理ずるには 「 Expos もを使用しまず。開いている 
すべてのウインドウを一度に表示ずるには、 F 9 キーを押しまず。現在のアプリケーションで開い 
ているずべてのウインドウを表示ずるには、 F 10 キーを押しまず。開いているウインドウを閉じ 
てデスクトップを表示するには、 F 11 キーを押しまず。 


AppleRemote で 「Front Row 」 を制御する （44 ぺージを参照）のに加えて、キーボードを使巧 
ずることもできます。が下のキーが Apple Remote のボタンに相当します： 


1キーボード上 

Apple Remote ボタン 


コマンド（お）+ Esc キー 

「メニュ ー J を開始 （ MENU ) 


Esc キー 

「メニュ ー J を終了 ( menu ) 


スペースパー、または Return 

キー 

選択/再ち/一時停止 ( M .) 


上矢印け）キー 

音量アップ/メニューアップ 

(+) 

下矢印（ふ）牛一 

音量ダウン/メニューダウン 

(-) 

右矢印（-斗）キー 

巧へ/早送り （ W ) 


左ち印（<~)キー 

前へ/巻き戻し （ W ) 
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「 FrontRowj から 「 Finder 」 におるには、キーボード上の巧意のアルファベットキーを押しまず。 

その他の作業やアプリケーシヨン用のキーボードシヨートカットについては、メニユーバーから 
「ヘルス> 「 Mac ヘルスと選択し、「キーボードシヨートカット J を検索してくださし ^。 Apple 
Remote について詳しくは、次の 「Apple Remote と 「Front Row 」 を使用する」を参照してく 
ださし、。 


Apple Remote と iTront Row 」 を使巧する 

お使いの Apple Remote は 、 「Front Row 」 アプリケーシ ヨン および内蔵の赤外線 （ IR ) レシー 
八‘一で使用できます。 IR レシーバーは、 iMac の前面にある Apple (■) ロゴの裏にあります。 
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リモコンを使わないときは、図に示すよラに、 iMac の右側面にある Apple Remote レストに片 
付けてお〈と便利でず。 


蓄告 ： Apple Remote を使わないとき片付けておくために、 iMac には小さな磁石がついていま 
す。外付け八ードディスク、メモリカード、 iPod 、 およびその他の磁気メディア上のデータを 
守るために、これらをこの磁石部分のそぱには近づけないよラにしてください。 


Apple Remote を使うと 、 「Front Rowj を開いて、 iTunes ミユージックライブラリの音楽の再 
生、写真のスライドシヨーや QuickTime ムービーによる映画の予告編の鑑賞、 「 DVD プしーヤー」 
での DVD 再生などが、すべて部屋の中の離れた場巧から制御できまず。 


Apple Remote を使って L ソ下の操作ができます： 

•「Front Row 」 を起動します。 

- 「Front Row 」 内の、「ミュージック j 、 「写真」、「ビデオ j 、 および 「 DVD 」 ニューを移動しまず。 
•「 iTunes 」、「 iPhotOj 、 および 「 DVD プレーヤ ー j 間で移動します。 

• iMac をスリープ、またはスリープ辭除します。 
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Apple Remote を使用ずるには： 

• 「メニュ ー 」 (menu) ボタンを押して 「Front Row 」 を起動しまず。 

•「Front Row 」 で移動中に前のメニューに戻るには、「メニュ ー j (menu) ボタンを使いまず。 

- FrontRow メニューオプションを移動したり音量を調節したりするときは、「音量アップ」 C +) 
ボタンと「音量ダウン」 （一) ボタンを押します。 

- FrontRow メニューからオプションを選おずるときは、「選お/再生/-時停止 j (►■〇ボタン 
を使います。 

•曲、スライドショー、またはムービーを再生したり一時停止したりするときは、「選択/再生/ 
-時停止」（り I )ボタンを押しまず。 

• iTunes ライブラリで次または前の曲に移動ずるとき、および DVD の次または前のチヤプタに移 
動ずるときには、「次へ/早送り J ( w ) ボタンまたは「前へ/きき戻し」的）ボタンを押します。 
• 曲やムービーを早送りまたは巻き戻しずるときは、再生中に「次へ/早送り」 （ W ) ボタンまた 
は「前へ/巻き房し J ( W ) ボタンを押したままにします。 
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Apple Remote を登録ずる 

1つの部屋に複数のコンピュータまたはその他の IR レシーバー内蔵装置がある塌合（ホームオ 
フィスや研究室に複数の iMac がある場合など）は、お使いの Apple Remote を特定のコンピュー 
夕または装置に 「登録」できます。登録を巧ラと、受信側のコンピュータまたは装置は、1つの 
リモコンでのみ制御できるように設定されます。 


Apple Remote を iMac に登録ずるには： 

1 お使いの iMac のすぐ近く （10 cm が内の距離）に移動します。 

2 iMac の前面にある Apple ロゴに Apple Remote を向けまず。 

3 「次へ/早送り」ボタンと「メニュー」ボタンを5秒間同時に巧したままにしまず。 

Apple Remote を iMac に問題なく登録できた場合には、鎖の輪の記号（仁の）が画面に表示さ 
れます。 
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Apple Remote と iMac 間の登録を削除ずるには： 

1 六ニュー八‘一からアップル （<) メニュ ー> 「システム環境設定」と選択します。 

2 「セキュリティ」をクリックして、「登録辭除」をクリックしまず。 

IR 受信を切にずる 

「セキュリティ」環境設定を使って、旧受信を入または切にできまず。 

IR 受信を切にずるには： 

• メニューバーからアップル （<) メニュ ー> 「システム環境設定 J と選巧し、「セキュリティ」 
をクリックしまず。 

• 「ホ外線レシーバーのリモートコントロールを無効にずる J チェックボックスを選択します。 
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Apple Remote の電池を交換ずる 

Apple Remote にはボタン電池 CR 2032が含まれていて、必要に応じて交換できます。 
小さく先の尖っていないものでこのボタンを巧し、 



電池ケースを少し引き出します。 


^ + ■^フラス側 （+) を上にします。 


電池ケースを引いて 
外します。 


電池を交換ずるには： 

1 上の図で示すように、かさな物でボタンを押して、電池ケースを開きます。 
2 電池ケースを引き出し、ボタン電池を取り外します。 

3 交換用のボタン電池を、プラス側 （+ ) を上にした状態で挿入します。 

4 電池ケースを閉じまず。 


蓄告： 爆発の危険を避けるため、バッテリーは適切に取り付けてください。バッテリーのプラ 
ス極の向き力、‘正しくなるように収容部にセットし、また、オリジナルと同じ型のバッテリーだ 
けを使巧するようにしてください。 


Apple Remote についての詳しい情報 

お使いの Apple Remote についての詳細情報は 「 Mac ヘルプ j で参照できまず。「ヘルプ j > 
nviac ヘルプ J と選択し、「リモコン」や 「 Remote 」 で検索してください。 
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内蔵 iSight 力;>< ラを使用する 

お使いの iMac には内蔵 iSight カメラが搭載されており 、 「Photo Boothj で写真の撮影をした 
り、 「 iMovieHD 」 でムービーを作成したり、「に hatAVj を使ってインターネットを通じて友人 
や家族とビデオチ ヤツ トをしたりできます。 



''Photo Boothj で写賣を撮影ずる 

^Photo Boothj を使って、写真を撮影して、「セピア」、「引き延ばし」、「ポップアート J 、「グ 
ロー」、「色鉛筆 J など、楽しい視覚効果を追加ずることができまず。 

中 hoto Boothj で写真を撮影するには： 

1 「 Dock 」 の 「Photo Boothj アイコンをクリックして（または 「 Dockj で「アプリケーシ ヨン j 
> 「Photo Booth 」 と選択して ） 「Photo Boothj を起動してから、 iSight カメラを入にします。 
カメラの電源が入っているときは、カメラの横の緑のランプが点灯します。 

2 好みに応じて、写真に適巧する効果を選びます。 

3 イメージの下の「カメラ J アイコンをクリックして、写真を撮影します。 

写真を iPhoto ライブラリに保をしたり、友人にメールで送信したり、に h がメンバーのピクチャ 
として保をしたりします。 
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写真をメンバーのピクチャまたはアカウントピクチャとして淀巧ずるには： 

1 「Photo Booth 」 を起動し、写真を撮影しまず。 

2 メンバーのピクチャまたはアカウントピクチャとして使用する写真を選びます。 

3 「メンバーのピクチャ」アイコンまたは「アカウントピクチャ J アイコンをクリックすると、ピ 
クチャが自動的にアップデートされまず。 

「Photo Booth 」 についての詳細情報は TVlac ヘルプ」で参照できまず。「ヘルプ j > 「 Mac ヘル 
プ J と選択し、次に「ライブラリ J > 「Photo Boothj と還おしまず。 

iSight 力乂ラをり MovieHDj で使用する 

内蔵 iSight カメラからライブビデオを、 「 iMovieHD 」 へ直接取り込むことができます。 

ライブビデオを取り込むには： 

1 「 Dock 」 の HMovie HDj アイコンをクリックして（またはの ock 」 で「アプリケーシヨン」> 
「 iMovieHD 」 と選択して ） 「iMovie HD 」 を起動します。 

2 モード切り替えをクリックして 「 iMovieHD 」 を内蔵カメラモードに設定しまず。 



3 モード切り替えの左のカメラアイコン側をクリックし、ポップアップメニューで「内蔵 iSightj 
を選択しまず。 

4 iMovie モニタで 「 iSight で録画」ボタンをクリックし、録画を開始します。 

iMovie モニタに表示されるビデオが、 iMovie の「クリップ」パネル内にクリップとして録画さ 
れます。 

5 nSight で録画 J ボタンをもラー度クリックし、録画を終了しまず。 
iMac で空きディスク容量に保をできる分の長さの録画ができまず。 
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HMovie HDj についての詳細情報は 「 Mac ヘルプ j で参照できます。「ヘルプ j > 「 Mac ヘル 
プ J と選択し、次にメニューバーから「ライブラリ J > 「 iMovieHD ヘルスと選択します。 

nChatAVj を使用してビデオ会議を巧う 

nChatAVj を起動し、ビデオアイコンをクリックして、 iSight カメラを入にします。 iSight の電 
源が入っているときは、緑のランプが点灯しまず。ほかのに hatAV ユーザと、 フル モーシ ヨン 
ビデオによるリアルタイムのビデオ会議をずるには、メンバーの下のビデオアイコンをクリック 
します。お使いの iMac にはマイクも内蔵されているので、に hatAV ビデオ会議で音声とビデオ 
の両方を利巧できまず。 

iSight を使ってビデオ会議を行ラには、次のものが必要でず： 

•. Mac、AOL (America Online ) 、または AOL インスタントメッセンジャー （ AIM ) アカウント 
(「に hatAVj に必要です） 

• DSL モデム、ケーブルモデム、または口ーカル•エリア•ネットワーク （ LAN ) によるブロー 
ドバンドインターネッ 卜接続。ダイヤルアップインターネット接続は使用できません。 

• ビデオ会議の相手（たとえば、ほかのに hat AV ユーザ、 AOL ユーザ、 AIM ユーザなどとビデオ 
会議ができます） 

ビデオ会議を開始するには： 

1 「に hatAV 」 を開きまず。 

2 メンバーリストでメンバーの横にある「カメラ J ボタンをクリックします。 

緑のランプが点灯して、ビデオを表示中であることが示されます。カメラボタンをクリックずる 
と、ビデオ要求を受け入れるための参加依頼がメンバーに送信され、カメラに自分がどのように 
映っているかがプレビューとして表示されます。メンバーが参加依頼を受け入れると、画面にそ 
のメンバーが表示され、メンバーの画面に自分が表示されまず。 
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複数のメンバーとビデオ会議を行ラ 

1度に最大で3人までのメンバーとビデオ会議ができます。1人のメンバーがビデオ会議の「ホ 
スト」になり、ほかのメンバーは参加者になります。 

複数のメンバーとのビデオ会議を開始ずるには： 

1 nChatAVj を開きまず。 

2 コマンド（拱）キーを巧しながら、参加依頼するメンバーを選択しまず。 

3 メンバーリストの下にある「カメラ」ボタンをクリックします。 

iSight 力乂ラを切にずる 

iSight を切にするには、最前面のに hat ウインドウを閉じまず。緑のランプが消えて、カメラが 
切でビデオが停止されたことが示されます。 


自分のメンバーのピクチャとして写真を使用ずる 

内蔵 iSight で自分の写真を撮影し、自分のメンバーのピクチャとして使うことができます。ほか 
のメンバーのメンバーリストに自分が追加されると、そのメンバーリストに自分の写真が表示さ 
れます。 


自分のメンバーのピクチャを設定ずるには： 

1 nChatAV 」 を開きまず。 

2 「メンバー」>「自分のピクチャを蜜要」と選択しまず。 

3 「カメラ J ボタンをクリックし、写真を撮ります。 

rPhoto Boothj を使って、メンバーのピクチャの写真を撮影することもできまず 。 rPhoto 
Booth 」 で撮影した写真を選択し、「メンバーのピクチャ J アイコンをクリックずると、「に hat 」 
のメンバーのピクチャが自動的にアップデートされまず。詳しくは、50ページを参照してくだ 
さし、。 
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nChat AVj についての詳細情報は 「 Mac ヘルプ」で参照できます。「ヘルプ j > 「 Mac ヘルス 
と選択し、次に「ライブラリ J > nChatAVj と選択します。 


AirMac Extreme ワイヤレス ネッ トワークについて 

お使いの iMac には AirMac Extreme テクノロジーが内蔵されており、簡単かつ手頃な価格によ 
るワイヤレスなインターネットアクセスを提供しまず。 AirMac ではワイヤレス LAN (Local Area 
Network ) のテクノロジーを使った、複数のコンピユータ間でのワイヤレス通信が可能です。イ 
ンターネットへのアクセスの設定、ファイル転送、マルチプレーヤーによるゲームなどを行うこ 
とができまず。 
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AirMac がワイヤレスインターネット接続を提供ずるしくみ 

AirMac Extreme テクノロジーを備えた iMac は、電話回線、 DSL モデム、またはケーブルモデ 
ム経由でインターネットに接続された AirMac Express ベースステーシヨンまたは AirMac 
Extreme ベースステーシヨンとの間でワイヤレス接続を行いまず。 

参考： AirMac Express ベースステーシヨ ンまたは AirMac Extreme ベースステーシ ヨンと、イン 
ターネット接続（別遠費巧が必要になる場をがあります）が必要でず。インターネット•サービ 
ス•プロバイダの中には、 AirMac と互換性がないものもありまず。また、通信範囲は建物の条 
件によって変わりまず。 


AirMac についての詳しい情報 

AirMac Express ベースステーシヨン または AirMac Extreme ベースステー シ ヨンを 購入するに 
は、アップル製品取扱販売店 、 Apple Store 直営店、またはオンラインの Apple Store 
( www . apple . com / japanstore ) をご利巧 ください。 

AirMac についての詳細情報は 「 Mac ヘルプ j で参照できます。「ヘルプ j > 「 Mac ヘルプ j と 
選択し、次に「ライブラリ J > 「 AirMac ヘルプ」と選択しまず。アップルの AirMac の Web サ 
イトでも情報を参照できます： www . apple . com / jp/airmac 


Bluetooth ワイヤレステクノロジーを使用する 

お使いの iMac には 、 Bluetooth 2.0 +EDR (Enhanced Data Rate ) ワイヤしステクノロジーが内 
蔵されています。 Bluetooth では、コンピュータ 、 PDA (携帯情報端末）、携帯電話、カメラ付 
き携帯電話、プリンタ、デジタルカメラ、およびワイヤレス入力装置 （AppleWirelessKeyboard 
や Apple Wireless Mouse など。これらは www . apple . com / japanstore で購入できます）の間で 
短距離のワイヤレス接続ができまず。 
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Bluetooth ワイヤレステクノロジーを利巧ずると、これまでのよラに多くのケーブルで装置を接 
続ずる必要がなくなりまず。 Bluetooth に対応した装置は、最大10ゾートル （33 フィート）離 
れた距離でワイヤレス接続することができます。 

Bluetooth ワイヤレステクノロジーによって、次のよラな操作が可能です： 

• Bluetooth 対応のコンピュータと装置間、および Mac と PC 間でファイルを交換ずる。 

• お使いの iMac と Bluetooth 対応の PDA 間でデータを同期ずる。 HSyn 。 を使用ずると、ケーブ 
ルを使わずに HotSync 操作を実巧したり、名刺や力しンダーのイベントなどを同僚の PDA に 
直接送信したりできます。 

• Bluetooth ワイヤレスプリンタ、キーボード、マウス、またはヘッドセットを使用ずる。 

Bluetooth デバイスを設定ずる 

ファイルをほかのデバイスと共有したり、 Bluetooth キーボードやマウスを使用したりずる前に、 
iMac と通信ずるデバイス（装置）を設定する必要がありまず。デバイスを設定すると、デバイ 
スはお使いの iMac に「登録 J され、 「 Bluetooth 」 環境設定の「デバイス j パネルにそのデバイ 
スが表示されまず 。 iMac へのデバイスの登録が必要なのは一度だけで、登録を解除するまでそ 
のデバイスは登録された状態のままになりまず。 

Bluetooth デバイスを設定するには： 

1 乂ニュ ー J 又一の 「 Bluetooth 」 ステータス（本）メニューから旧 luetooth デバイスを設定」を選 
択しまず。 

2 設定する装置の種類巧の画面に表示される指示に従いまず。 

重要： メニューバーに 「 Bluetoothj ステータスげ）メニューがない場合は、「システム環境設 
定 J を開き、 「 Bluetoothj をクリックしまず。「設定」をクリックし、 「 Bluetooth の状況をメ 
ニューバーに表示」を選択します。 
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デバイスの登録を削除ずるには： 

1 「システム環境設定」を開き、 「 Bluetoothj をクリックしまず。 

2 「デバイス」をクリックし、リストでデバイスを選巧します。 

3 「登録を削除 J をクリックします。 

Bluetooth ワイヤレステクノロジーについての詳しい情報 

^ Bluetooth ファイル交換」ユーティリティ （ 「アプリケーシ ヨン」 フォルダ内の「ユーティリ 
ティ」フォルダにありまず）を起動し、「ヘルプ J >阿 uetooth ヘルスと選択して 、 Bluetooth 
テクノロジーの使いかたに関ずる情報を養照できまず。アップルの Web サイトでも情報を参照 
できまず： www . apple . com / jp/bluetooth 


Ethernet ネットワー クに接続する 

お使いの iMac には、転送速度が10/100/1000 Mbps (メガビット/秒）の Base-T (ツイストぺ 
ア） Ethernet のネットワーク機能が搭載されていまず。これを利巧して、ネットワークに接続し 
たり、ケーブルモデムや DSL モデムに接続したりすることができまず。 
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ネットワークに接続すれば、ネットワーク上のほかのコンピュータを利用することができまず。 
情報をほかのコンピュータに保をしたり、ほかのコンピュータに保をされている情報を取り出し 
たり、ネットワークに接続されているプリンタやモデムを利巧したり、メールを送受信したり、 
インターネットに接続したりずることができまず。また、2台のコンピュータ間でファイルを共 
有したり、小規模のネットワークを構築したりできまず。 10 Base - T 、 100 Base - T 、 または lOOOBase - 
T の Ethern がネットワークに接続ずるには、2対4おシールドの Ethernet ケーブル（シールド 
がきカテゴリ 5) を使ってくださし、。 iMac に装備されている Ethernet (ぐ々）ポートでは 、 Ethernet 
を介して接続されているほかの装置を自動的に検出しまず。 

Ethernet の使用についての詳しい情報 

詳細情報は 「 Mac ヘルプ J で参照できまず。「ヘルプ J > 「 Mac ヘルプ J と選択し、 「 Ethernet 」 
か「ネットワーク」を検索してください。お使いの iMac で使用できるネットワーク製品につい 
て知りたいときは、 「 Macintosh 製品ガイド J を参照してください： www . apple . com / jp/guide 
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オーディオ装置を使用する 

お使いの iMac には、内蔵のステレオスピーカー、コンビネーシヨンヘッドフォン出力/光才一 
ディ オ出力 （〇) ポート、およびアナログ•オーディオ•ライン入力（巧）ポートがあります。 

ヘッドフォン出力/光才ーディオ出カポート 

ヘッドフォンをコンビネーシヨンヘッドフォン出力/光才ーディオ出力（〇)ポートに接続し、 
おくにいる人の迷惑にならないように音楽を聴くことができまず。また、ミニプラグ付きの光 
オーディオケーブルを使って、 AV しシーバーを接続することもできまず。 
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才ーディオライン入カポート 

iMac の背面にある才ーディオ読み込み用のアナログ•才ーディオ•ライン入力（な）ポートに 
は、外部電源マイクロフォンやその他のオーディオ装置を接続できます。 


使用したいオーディオ入力または出力装置を選択するときは、「システム環境設定 J の「サウン 
ド J バネルを使巧します。 



オーデイオの使用についての詳しい情報 

才ーデイオの使い方についての詳細情報は 「 Mac ヘルプ J (31 ページを参照）で参照できまず。 
「ヘルプ J > 「 Mac ヘルスと選択し、「才ーデイオ」力、「音楽 J を検索してください。お使いの 
iMac で使用できる才ーデイオおよび音楽製品について知りたいときは、 「 Macintosh 製品ガイド」 
を参照してください： www . apple . com / jp/guide 
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外部ディスプレイ、テレビ、映像装置を接続する 

お使いの iMac には、アダプタを使って、外部 DVI ディスプレイ、外部 VGA ディスプレイやプロ 
ジ X クタ、テレビ、ビデオプロジェクタ、ビデオデッキなどに接続できる 、 Mini DVI ビデオ出力 
( Ol ) ポートが装備されていまず。接続に必要なアダプタについては、次の表を参照してくだ 
さし、。 



外部モニタやテレビを接続している場合は、 iMac のディスプしイと外部ディスプレイの両方に 
同じ画像を表示したり（ビデオミラーリングと呼ばれまず）、外部ディスプレイで MacOSX の 
デスクトップのサイズを拡張したり（拡張デスクトップモードと呼ばれまず）ずることができ 
まず。 
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外部ディスプレイ、プロジェクタ、テレビ、ビデオデッキを接続ずる 

外部の DVI ディスプレイ、 VGA ディスプレイ、またはプロジェクタを iMac を接続するには、そ 
れぞれに適したアダプタを使巧します。 iMac によって外部ディスプレイが自動的に検出され 


まず。 

接続先 

使用アダプタ 

DVI ディスプレイ 

Apple Mini DVI-DVI アダプタ 

VGA ディスプレイまたは 
プロジェクタ 

Apple Mini DVI - VGA ディスプレイアダプタ 

テレビ、ビデオプロジェクタ、 

またはビデオデッキ 

Apple Mini DVI - Video アダプタ 

アダプタを購入ずるには、 

アップル製品取扳販売店 、 Apple Store 直営店、またはオンラインの 


Apple Store ( www . apple . com / japanstore ) をご利用く ださい。 

外部ディスプレイまたはプロジェクタを接続するには： 

1 外部ディスプレイまたはプロジェクタの電源を入れまず。 

2 アダプタを外部ディスプレイまたはプロジェクタのビデオポートに接続します。 

3 アダプタの Mini DVI 側の端を、 iMac の Mini DVI ビデオ （ ICI ) ポートに接続しまず。 

重要： iMac が確実に外部ディスプレイまたはプロジ X クタを自動検出するためには、アダプタ 
を先に外部ディスプレイまたはプロジェクタに接続ずる必要があります。 

4 「システム環境設定 J の「ディスプレイ J を使用して、外部ディスプレイまたはプロジェクタの 
解傲度を調節します。 

コンポジットまたは S ビデオポートを備えたテしビ、ビデオデッキ、その他の種類の映像装置を 
iMac に接続するには、 Apple ビデオアダプタを使巧します。テレビを接続ずると、 iMac とテし 
ビの両方に画傲が表示されまず。 
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テレビまたはビデオデッキを iMac に接続するには： 

1 外部装置の電源を入れまず。 

2 アダプタを、テレビまたはビデオデッキのコンポジット•ビデオ•ポートまたは S ビデオポート 
に接続しまず。 

3 アダプタの Mini DVI 側の端を、 iMac の Mini DVI ビデオ （ ICI ) ポートに接続しまず。 

4 「システム環境設定」の「ディスプレイ J を使用して、装置での映撒の表示方法を調節します。 

外部ディスプレイまたはテレビの使用についての詳しい情報 

外部モニタの使用方法および設定方法については、 「 Mac ヘルプ J を参照してください。「ヘル 
プ _1 > 「 Mac ヘルプ J と選択し、「ディスプレイ J で検索してください。 

八イスピード USB (Universal Serial Bus) 2.0 を使巧する 

お使いの iMac には、5つの USB (かポート （ iMac の背面に3つの八イスピード USB 2.0 ポー 
卜、キーボードに2つの USB 1.1 ポート）が付属しています。これらのポートを使って、プリン 
夕、スキヤナ、 iPod 、 デジタルカメラ、ゲームパッド、ジョイスティック、キーボード、フロッ 
ピー•ディスク*ドライブなど、多くの種類の外部装置を接続できまず。 USB によって周辺装置 
との接続が簡単になりまず一そして接続ずれば、ずぐに使用できます。 
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USB 装置を使用ずる 

iMac で USB 装置を使巧するときは、その装置を iMac の USB (ホ）ポートに接続するだけです。 
新しい装置を接続すると、 iMac は必要なソフトウェアに自動的にアクセスしまず。 

USB 1.1 装置と八イスピード USB 2.0 装置は、 iMac の背面にある USB 2.0 ( れポートに接続で 
きます。 USB 1.1 装置では、 USB 2.0 の高速な転送速度を利巧ずることはできません。 

同様に、 USB 2.0 装置をキーボードの USB 1.1 (ホ）ポートに接続できまずが、転送速度が遅くな 
ります。 

参考：アップル製のコンピュータには、 USB 装置を使巧ずるためのソフトウェアがあらかじめイ 
ンス I ルされています。 USB 装置を接続したとき、お使いの iMac が正しいソフトウェアを検 
出できなかった場合は、装置に付属するソフトウェアをインストールずるか、製造元の Web サ 
イトで最新のソフトウェアについて確認してください。 

複数の USB 装置を同時に使用する 

USB ポートがずベて使巧されているときにさらに USB 装置を接続したい塌をは、 USB 八ブを購 
入ずることができまず。 USB 八ブを iMac の空いている USB (れポートに接続ずれば、追加の 
USB ポート（通常は、4基または7基です）を利巧できるよラになります。ほとんどの USB 八 
ブは、電源アダプタを独自に備えており、コンセントに接続ずる必要があります。 
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USB についての詳しい情報 

USB についての詳細情報は 「 Mac ヘルプ J (31 ぺージを参照）で参照できます。「ヘルプ j > 
nVlac ヘルスと選択し、 「 USBj を検索してください。アップルの USB の Web サイトでも情報 
を参照できます： www . apple . com / jp/usb 


お使いの iMac で利巧できる USB 装置について知りたいときは、 「 Macintosh 製品ガイド」を養 
照してください： www . apple . com / jp/guide 

FireWire 装置を接続する 

お使いの iMac には FireWire 40日 （ Y ) ポートが2基装備されています。 FireWire を使うと、デ 
ジタル•ビデオ•カメラ、プリンタ、スキャナ、八ードディスクなど、高速なデータ転送をする 
外部装置を簡単に接続したり、取り外したりすることができまず。 FireWire 装置の接続や取り外 
しに、 iMac を再起動する必要はありません。 
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FireWire ポート -ソ 


FireWire で利用できる機能をいくつか紹介しまず： 

•デジタル•ビデオ•カメラを接続し、 「 iMovie 」（ iMac に付属 ）、 「Final Cut Express」 、 「Final 
Cut Pro 」 などのビデオ編集巧ソフトウェアを使って、高品質のビデオを iMac に直接取り込み、 
転送、および編集することができまず。 

• 外部 FireWire 八ードディスクを接続して、ファイルのバックアップ、保を、および転送に使用 
できまず。ドライブを iMac に接続ずると、 FireWire 从ードディスクのアイコンがデスクトッ 
プに表示されまず。 

• 外部 FireWire 八ードディスクから起動できます。外部 FireWire ディスク（有効なオペレーティ 
ングシステムがインス!ルされているもの）を接続してから、「システム環境設定」の「起動 
ディスク」パネルを開いて、 FireWire ディスクアイコン （ Y ) をクリックしまず。 iMac を再 
起動します。 

FireWire 装置を使用ずる 

iMac で FireWire 装置を使用ずるときは、その装置を iMac の FireWire ( Y ) ポートに接続する 

だけでず。アップル製のコンピュータには、 FireWire 装置を使巧するためのソフトウ X アがあら 

かじめインストールされています。 FireWire 装置を接続したとき、お使いの iMac が正しいソフ 

トウェアを検出できなかった塌合は、装置に付属するソフトウェアをインス!ールずるか、装置 

の製造元の Web サイトから最新のソフトウ X アを入手することができます。 
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参考 ： FireWire ( Y ) ポートは、 FireWire 装置に（最大8ワットの）電力を供給できる設計に 
なっていまず。複数の装置を接続するときは、それらの装置を相互に接続して iMac の FireWire 
( Y ) ポートに「デイジーチェーン J 方式で接続ずることもできまず。ほとんどの塌合、 iMac か 
ら供給される電力を利用ずる装置は多くても2台にしてください。3台 LX 上の装置を接続すると 
きは、デイジーチてーン方式で接続されているそれが外の装置には、専用の電源アダプタから電 
力を供給するようにしてください。 iMac から供給される電力を利用ずる FireWire 装置を3台が 
上接続ずると、問題が発生ずる場合があります。問題力、’発生した場合は、 iMac をシステム終了 
して、 FireWire 装置の接続を解除し、 iMac を再起動してください。 


FireWire についての詳しい情報 

FireWire についての詳細情報は 「 Mac ヘルプ j (31 ぺージを参照）で参照できまず。「ヘルプ」> 
nviac ヘルプ J と選択し、 rpireWirej を検索してください。アップルの FireWire の Web サイト 
でも情報を参照できます： www . apple . com / jp/firewire 
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光学式ドライブを使用する 

お使いの iMac に搭載されている光学式ドライブは SuperDrive でず。 SuperDrive を使巧して、 
CD や DVD からソフトウェアをインス!ルしたり、才ーディオ CD の音楽を再生したり 、 DVD 
ムービーを再生したりできまず。また、ホーム.ムービーを記録して、ほとんどの家庭巧 DVD 
プレーヤーで再生できるビデオ DVD を作成することもできます。ほとんどの CD プレーヤーで 
再生できる音楽 CD を作成することや、の nderj を使って空の 〔 D - R 、 CD - RW 、 DVD ± R 、 
DVD ± RW 、 および DVD+RDL (2 層）ディスクに書類やその他のデジタルファイルを保存する 
ことができます。ほぼ2倍のデータ撮大 8.54 GB ) を DVD + RDL ディスクに保存できまず。 


菩告： お使いの iMac の SuperDrive は、標準サイズである 12 cm の円形ディスクを使えるよう 
に設計されています。不規則な形のディスクや 12 cm よりかさいサイズのディスクには対応し 
ていません。円形が外のディスクやかさいディスクを挿入ずると、ドライブ内でつかえてしま 
ラことがありまず。ドライブ内でディスクがつかえて取り出せなくなってしまった場合は、 
91ページのトラブルへの対処方法を参照してください。 


参考：データがフロッピーディスクにある場合は、外部 USB フロッピー•ディスク*ドライブを 
使巧して iMac にデータを転送します。外部 USB フロッピー•ディスク-ドライブは、アップル 
製品取扱販売店 、 Apple Sto の直営店、またはオンラインの Apple Store 
( www . apple . com / japanstore ) で購入できます。 
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CD または DVD ディスクをセットする 

CD または DVD ディスクからプログラムをインス!^ールしたり実行したりするには： 

1 ラベルを手前にしてディスクを SuperDrive にセットします。 

2 ディスクのアイコンがデスクトップに表示されたら、そのディスクを使巧できまず。 

参考： DVD ディスクには両面を使巧できるものもあり、その場合どちらの向きでも挿入できます。 
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ディスクを取り出ず 

ディスクを取り出すには、次のいずれかの操作を巧いまず： 

• ディスクのアイコンを「ゴミ箱」にドラッグします。 

• キーボードのメディアイジェクト（句キーを、ディスクが取り出されるまで巧し続けます。 

ディスクを取り出せない場をは、ディスクを使用している可能性があるアプリケーションをずべ 
て終了し、再度試してください。それでも取り出せない場合は 、 Mighty Mouse の主ボタンを押 
したままの状態で、 iMac を再起動しまず。 

DVD ディスクを再生ずる 

DVD を再生するときは、 DVD ディスクをセットしまず。 「 DVD プレーヤ ー J が起動し、ディス 
クの再生が始まりまず。 

テレビ画面で DVD 再生を鑑賞するために iMac をテレビに接続する場をは、「システム環境設定 j 
の「ディスプレイ」パネルで、 「 NTSC 」 （日本や米国の場合）または 「 PAL 」 （ヨーロッパなどの 
場合）を選択します。 

iMac とステレオシステムは簡単に接続できまず。ミニプラグコネクタ付きの光才ーディオケー 
ブル （ www . apple . com / japanstore から購入できまず）を使って、お使いの iMac のコンビネー 
ションヘッドフォン出力/光才ーディオ出力（〇)ポートとステレオレシーバーの光才ーディオ 
入カポートを接続します。 
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CD - R および CD - RW ディスクに記録ずる 

iTunes ライブラリから CD - R または CD - RW ディスクに、音楽を直接記録することができまず。 

iTunes を使用して CD - R または CD - RW ディスクに音楽を記録するには： 

1 「 Dock 」 で 「 iTunes 」 アイコンをクリックします。 

2 記録したいプレイリストを選択します。 

3 空の（未使巧の）ディスクを挿入します。に D プしーヤーとの高い互換性を得るには、 CD - R ディ 
スクを使用してください。） 

4 「 iTunes 」 ウインドウの上部にある 「 CD を作成 j をクリックします。 


Finder を使用して CD - R および CD - RW ディスクにファイルやフォルダをコピーするには： 

1 SuperDrive に、空の（モ使巧の）ディスクをセットします。 

2 表示されるダイアログで、ディスクの名前を入力します。 

3 デスクトップに表示されるディスクのアイコンに、ファイルやフォルダをドラッグしまず。 

4 「ファイル」>「ディスクを作成」と選択するか、ディスクを選択して、 「 Dock 」 の「ディスクを 
作成」アイコンにそのディスクをドラッグしまず。 

CD の記録についての詳しい情報 

nTunes 」 を使って CD - R ディスクに音楽ファイルを記録する方法については、 「 iTunes 」 を起動 
し、「ヘルプ J > nTunes & Music Store ヘルプ J と選択してください。 「 DVD プレーヤ ー j の使 
いかたについては、 「 DVD プレーヤ ー J を起動し、「ヘルス> 「 DVD プレーヤーヘルプ J と選 
択してください。 
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DVD に情報を記録ずる 

お使いの iMac には SuperDrive が搭載されているので、独自のホーム.ムービーを空の DVD+R 
D し DVD ± RW 、 または DVD ± R ディスクに記録することができます。ほかの種類のデジタルデー 
夕を記録することもできます（たとえば、ファイルをバックアップできまず）。 

Finder を使って DVD ディスクにデータを記録ずるには： 

1 空の（ホ使巧の） DVD + RDL 、 DVD ± RW 、 または DVD ± R ディスクをドライブにセットしまず。 
2 表示されたダイアログで、ディスクの名前を入力し、フォーマットを選がします。 

3 デスクトップに表示された DVD のアイコンをダブルクリックし、ファイルとフォルダをそこにド 
ラッグしまず。 

4 「ファイル」>「ディスクを作成」と選択するか、ディスクを選択して、 「 Dock 」 の「ディスクを 
作成」アイコンにそのディスクをドラッグしまず。 

HDVDj を使用して、独自の DVD を作成することもできます。「の VD 」 の使いかたについて詳 
しくは、 「 iDVDj を起動し、「ヘルプ J > 「 iDVD ヘルプ」と選択してください。 
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iMac のセキュリテイを保つ 

お使いの iMac のセキュリティを保つには、盗難防止用のケーブルと巧蔵のセキュリティスロッ 
卜を使いまず。 



盗難防止用のケーブルは、アップル製品取扳販売店 、 Apple Store 直営店、またはオンラインの 
Apple Store www . apple . com / japanstore ) で購入で ミ ま 可。 

ユーザパスワードやファイルの暗号化などを含む、 iMac のソフトウェアによるセキュリティ機 
能についての詳細情報は、 「 Mac ヘルプ J を参照してください。「ヘルス> 「 Mac ヘルスと選 
択し、「セキュリティ」または「マルチユーザ J で検索してください。 
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メモリを取り付ける 


4 

この章では、 iMac にメモリを取り付ける場合の情報や手順 
について 説明します。 


お使いの iMac には、引2 MB (メガバイト）が上の DDR 2 (Double Data Rate 2) SDRAM 
(Synchronous Dynamic Random Access Memory ) が搭載されていまず 。 iMac に 512 MB また 
は 1 GB (ギガバイト）のメモリモジュールを追加して、最大で2 GB のメモリ容量にできます。 
メモリモジュールは次の仕様を満たす必要がありまず： 

• SO-DIMM (Small Outline Dual Inline Memory Module ) 方式 

• 667 MHz 、 PC 2-5300. DDR 2 準拠、 （ DDR 2 667 とも呼ばれまず） 

• バッファなし/レジスタなし 


蓄告： アップルでは、メモリの取り付けを、アップル正規サービスプロバイダにご依頼になる 
ことをお勧めします。アップルの連絡先などは、 iMac に付属のサービスとサポートに関する資 
料に記載されています。メモリの取り付けをご自分で巧われる場合、装置が故障する危険性が 
ありまず。ご自分で巧った作業が原因で発生した故障に対して、 iMac の製品保証は適用されま 
せん。 
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追加メモリを取り付ける 

お使いの iMac には、メモリスロットが2つ（上部スロットおよび下部スロット）付いています。 
スタンドの下にあるカバーを取り外すことにより、メモリスロットを使用して作業をすることが 
できまず。下部スロットには 512 MB または1 GB のメモリモジュールを追加ずることができま 
す。上部スロットからメモリモジュールを取り外して、取り付けてあるメモリを交換することが 
できまず。 

お使いの iMac 巧の追加巧アップル製メモリは、アップル製品取扳販売店 、 Apple Store 直営店、 
またはオンラインの Apple Store ( www . apple . com / japanstore ) で購入できまず。 

善告： メモリを取りイ寸ける前に、必ず iMac のシステムを終了し、電源コードを外してくださ 
い。コンピュータが電源につながれているときにメモリを取り付けないでください。 


下部ス□ットに乂モリを取り付ける 

iMac の下部スロットに、引2 MB または1 GB のメモリモジユールを追加することができます。 
上部スロットに取り付けてあるメモリをアップグレードずる場合は、8日ページの「上部スロット 
のメモリを交換ずる J を参照してください。 

下部スロットにメモリを取り付けるには： 

1 アップル （■) メニユ ー> 「システム終了」と選択して、 iMac の電源を切ります。 

2 iMac からずベてのケーブルと電源〕ードを取り外しまず。 

3 柔らかい清潔なタオルか布を机などの面に置きます。 iMac の側面を手で持ち、画面を下にして、 
底面が手前を向くように、コンピュータを横に寝かせまず。 
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4 スタンドを持ち上げ、プラスドライバーを使って、メモリ•アクセス•カバーの2つの拘束ねじ 
をお時計回りに回して緩めまず。 



フラスドライバー 


スタンドを 


メモリ.アクセス， 


カ パー 


5 メモリ-アクセス • カバーを取り外してわきに置きます。 


ま4章 メモリを取り付ける 
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6 図に示ずように、切り欠きを左側に向けて、下部スロットにメモリモジュールを挿入します。 

7 メモリモジュールを収納部にしっかりと水平に押します。メモリを正しく押し化むと、軽く力 
チッといラ音がしまず。 
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8 メモリ-アクセス • カバーを取り付け、プラスドライバーを使ってねじを締めます。 


蓄告： メモリの取り付けが終わったら、忘れずにメモリ•アクセス•カバーを元に戻してくだ 
さい。お使いの iMac は、メモリ•アクセス•カバーがないと正しく機能しません。 



フラスドライバー 


スタン ドを 


持ち上げまず 


カ パー 


メモリ.アクセス， 


9 iMac の両方の側面を持って コン ピュータを起こし、ケーブルと電源 コー ドをつなぎ直しまず。 

10 iMac の背面にあるパワーボタン（の）を押して電源を入れます。 
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上部スロットの乂モリを交換ずる 

まず iMac の電源を切り、ケーブルと電源コードを取り外し、横に寝かせまず。そして76ぺージ 
の手順に従ってメモリ*アクセス*カバーを取り外しまず。 

上部スロットにメモリを取り付けるには： 

1 メモリ収納部の両側にある2つのレバーを引き、取り付けてあるメモリモジュールを取り出し 
まず。 

2 iMac からメモリモジュールを取り外しまず。 



レパー 
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3 図に示ずように、切り欠きを左側に向けて、上部スロットに新しいメモリモジュールを挿入し 
まず。 

4 メモリモジュールを収納部にしっかりと水平に押します。メモリを正しく押し化むと、軽く力 
チッといラ音がして、しバーが少、し閉じます。 

5 完全に閉じるまでレバーを押します。 
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6 メモリ-アクセス • カバーを取り付け、プラスドライバーを使ってねじを締めます。 


蓄告： メモリの取り付けが終わったら、忘れずにメモリ•アクセス•カバーを元に戻してくだ 
さい。お使いの iMac は、メモリ•アクセス•カバーがないと正しく機能しません。 



フラスドライバー 


スタン ドを 


持ち上げまず 


カ パー 


メモリ.アクセス， 


7 iMac の両方の側面を持って コン ピュータを起こし、ケーブルと電源 コー ドをつなぎ直しまず。 

8 iMac の背面にあるパワーボタン（の）を押して電源を入れます。 
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iMac が新しいメモリを認識するかどうかを確認する 

メモリを取り付けた後に、新しく取り付けたメモリをコンピュータが認識ずるかどうかを確認し 
まず。 


iMac に取り付けられているメモリを確認ずるには： 

1 iMac を起動しまず。 

2 Mac 0 S のデスクトップが表示されたら、アップル （■) メニュ ー> 「この Mac について」と選 
択しまず。 



iMac に取り付けられて 
いるメモリの合計 


メモリの合計は、 iMac に最初から搭載されていたメモリと、新しく取り付けたメモリを足した 
ものでず。 iMac に取り付けられているメモリの内訳について詳しくは、「詳しい情報 J をクリツ 
クし、「システムプロファイラ」を開いて確認してください。 
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iMac がメモリを認識しない、またはコンピュータが正常に起動しない場合は、 iMac のシステム 
を終了して取り付け手順をもう一度確認し、メモリに iMac との互換性があるかどうか、メモリ 
が正しく取り付けられているかどうかを確かめてください。それでも問題が锅決しない場合は、 
メモリを取り外し、メモリに付属のサポート情報を調べるか、メモリの製造元に問いをわせてく 
ださい。 
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トラブルへの対処方法 


iMac で作業をしているときに問題が起きることがありま 
す。この章では、問題が起きたときに試してみることがで 
きる解決方法について説明します。 

この章には、システムが操作不能になる場合や、 iMac が起動しない場合など、 iMac での作業を 
妨げる問題に対処する方まが記載されています。トラブルへの対処方法についてさらに詳しく知 
りたいときは、 「 Mac ヘルプ」 （31 ぺージを参照）と、アップルのサービス&サポート Web サイ 
卜 （ www.apple.com/jD/support) で参照できます。 

iMac に問題が発生した塌合は、通常、簡単でずぐに実行できる解決方法がを在します。問題が 
起きたときは、その問題が起きる前にしていたことを書き留めるようにしてください。問題が起 
きる前にしていたことを書き留めておけぱ、問題の原因を特定し、必要な答えを見つけるときに 
役に立ちまず。が下のよラなことを書き留めてください： 

• 問題が起きたときに使用していたアプリケーシヨン。特定のアプリケーシヨンにだけ問題が起 
きる場合は、そのアプリケーシヨンが、 iMac にインス I ルされているバ ージヨ ンの Mac OS 
と互換性がない可能性があります。 
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• 新しく接続した、または取り付けた八ードウエア（たとえば、増設したメモリや周ぶ機器など）。 


蓄告： メモリを取り付ける場合が外は、 iMac を開けないでください。 iMac の修理が必要な場 
合は、アップル正規サービスプロバイダまたはアップルに問い合わせる方法について、コン 
ピュータに付属のサービスとサポートに関する資料を参照してください。 iMac には、メモリが 
外、ユーザが修理できる部品はありません。 


iMac の使巧を巧げるトラブル 

iMac が反応しないときやポインタが動かないときは 

• まず、マウスとキーボードカ《正しく接続されているか確認しまず。コネクタを抜いてから、接 
続し直しまず。しっかりと接続されていることを確認してください。ワイヤしスのキーボード 
またはマウスをお持ちの塌をは、バッテリーが充電済みであることを確認してください。 

• 上記の方法がラまくいかないときは、問題のあるアプリケーションを強制的に終了してみてく 
ださい。 Option キ ー 、コマンド（蘇）キー、および Esc キーを同時に押しまず。ダイアログ 
が表示される場合は、アプリケーションを選んで「強制終了」をクリックします。次に、開い 
ているアプリケーションずベての作業を保巧し、問題を完全に辭消するために iMac を再起動 
します。 

-アプリケーションを強制的に終了できなかった場合は、 iMac 背面のパワー(む）ボタンを数秒 
間巧して、システムを終了します。 

-上記の方法がうまくいかないときは、電源コードを iMac から抜きまず。次に、電源コードを接 
続し直し、 iMac のバワー(〇)ボタンを押して電源を入れます。 

特定のアプリケーションを使用中に頻繁に問題が起きる場合は、アプリケーションの製造元に連 

絡して、そのアプリケーシヨンがお使いの iMac と互換性があるか確認してください。 
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お使いの iMac に付属のソフトウェアについてのサポートおよび連絡先情報は、 

www.apple.com/jp/Quide を参照してください。 

問題が頻繁に起きる塌合は、システムソフトウ X アをインストールし直す必要がある場合があり 

まず （88 ぺージの 「 iMac に付属のソフトウェアを再インス!ルする」を参照)。 

起動中に iMac の面面が動かなくなったり、？マークが点滅するときは 

-数秒間待ちます。しばらく待っても iMac 力准動しない場をは、パワ ー (む）ボタンを約5秒間 
押し続けて、 iMac のシステムを終了しまず。次に、 Option キーを押しながらもう一度バワー 
(む）ボタンを押して、 iMac を起動します。 iMac が起動したら、八ードディスクのアイコン 
をクリックしてから、ち向きの矢 E 口をクリックしまず。 

• iMac が起動したら、「システム環境設定 J を開いて「起動ディスク J をクリックしまず。口一 
カルの Mac 0 SX の 「システム」フォルダを選びまず。 

-問題が頻繁に起きる場合は、「ディスクユーティリティ J ( iMac に付属の 「Mac OS X Install Disc 
1 j 内にありまず）を使用するか、またはシステムソフトウェアをインストールし直ず必要が 
ある場合があります （88 ぺージの 「 iMac に付属のソフトウェアを再インストールする」を 
参照)。 

iMac の電源が入らないときや、起動しないときは 

-電源コードが iMac に接続され、圧常に機能している電源コンセントに接続されていることを確 
かめまず。 

• 上記の方法がうまくいかないときは、パワー (0) ボタンを押して、ずぐにコマンド（拱）キ ー 、 
Option キー、 P キー、 R キーを同時に巧します。起動音が2回鳴るまで押し続けてください。 

• 最近メモリを増設した場合は、適切に取り付けられていることと、お使いの iMac と互換性があ 
ることを確認します。増設したメモリを取り外して、 iMac 力、‘起動するかどうかを確認してくだ 
さい （76 ページを参照)。 
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• 上記の方法がラまくいかないときは、電源コードをコンピュータから巧いて、30秒が上待ちま 
す。電源コードを接続し直し、 iMac のパワー((1))ボタンをもう一度押して iMac を起動します。 
• L 又上の方法でも iMac を起動できないときは、 iMac に付属のサービスとサポートに関する資料を 
参照して、修理についてアップルに問い合わせてください。 

iMac に付属のソフトウェアを再インストールする 

MacOSX と iMac に付属のアプリケーシヨンをインス!ルし直すには、 iMac に付属のソフト 
ウェア•インストール*ディスクを使用します。 

重要： アップルでは、ソフトウェアを復元する前に、八ードディスクのデータをバックアップし 
ておくことをお勧めしまず。いかなるデータの消失につきましても、アップルは一切の責任を負 
いません。 

Mac OS X をインス!ルする 

Mac OS X をインス!ルするには： 

1 重要なファイルをバックアップします。 

2 iMac に付属の 「Mac 0 S X Ins む II Disc 1」を挿入しまず。 

3 「Install Mac OS X and Bundled Software 」 をダブルクリックしまず。 

4 画面に表示される指示に従って操作します。 

5 インストール先のディスクを選おした後、画面に表示される指示に従って操作を続けます 。 iMac 
が再起動し、次の 「MacOSX Install Disc 」 を挿入ずるよう求めるメッセージが表示される塌合 
もあります。 


重要： 「消去してからインストール」オプションは iMac の八ードディスクを消去ずるので、重要 
なファイルは Mac OS X やその他のアプリケーシヨンをインストールする前にバックアップして 
おいてくださし、。 
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アプリケーションをインス!ルずる 

お使いの iMac に付属のアプリケーションのみをインス]ルずるには、次の手順に従いまず。 
まず、 iMac に Mac OS X がインストールされている必要がありまず。 

アプリケーションをインス!-ールずるには： 

1 重要なファイルをバックアップします。 

2 iMac に付属の 「 Mac 日 S X Install Disc 1」を挿入します。 

3 「Install Bundled Software Only 」 をダブルクリックします。 

4 画面に表示される指示に従って操作しまず。 

5 インストール先のディスクを選択した後、画面に表示される指示にがって操作を続けまず。 

参考：「に al 」、 nchatj 、「 iSyn 。、「 iTunes 」、 および 「 Safari 」 をインストールするには、上記の 
nvlacOSX をインス!ルずる J の手順に従いまず。 

その他のトラブル 

アプリケーションの起動に問題があるときは 

アプリケーシヨンのアイコンを選び、「ファイル」メニュ ー> 「情報を見る J と選択し、そのア 
プリケーシヨンのタイプを判別します。 


ns ; アプリケーシヨン山 mversal ) 

ウイズ: 23.4 MB (け.2".172バイト） 

場巧：/7プリクーシヨジ 


お使いのコンピュータでは、 Universal , Intel 、 および PowerPC アプリケーシヨンを使用する 
ことができます。 

Classic (もしくは Mac OS 9) アプリケーシヨンは、お使いのコンビュータとは互換性がない 
ので、起動しません。 
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アプリケーションに問題があるときは 

• アップルが外の製造元のソフトウェアで起きる問題については、そのソフトウェアの製造元に 
問いをわせてください。ソフトウェアの製造元が、 Web サイトでソフトウェアのアップデート 
を提供していることがありまず。 

「システム環境設定」の「ソフトウェア•アップデート」パネルを使うと、アップルの最新ソフ 
トウェアを調べてインストールすることができます。お使いの iMac では、毎週自動的に確認 
するように設定されていまずが、毎日または毎月確認ずるように設定を変更することができま 
す。また、アップデートを手動で確認することもできまず。詳しくは、「ヘルプ」> 「 Mac へ 
ルプ」と選択し、「ソフトウェア•アップデート」で検索してください。 

AirMac ワイヤレス通信に問題があるときは 

• AirMac Extreme ぺースステーショ ンまたは AirMac Express ベース ステー ションに付属の説明 
に従って、ソフトウ X アを正しく設定したことを確認します。 

• 接続しようとしているコンピュータまたはネットワークカ i 稼動していて、ワイヤレス-アクセ 
ス-ポイントを持っていることを確認しまず。 

• コンピュータやネットワークのアクセスポイントのアンテナの有効範囲内にいることを確認し 
てください。電気製品や金属の建造物が近くにあると、ワイヤレス通信が妨げられ、通信範囲 
力、’狭くなる可能性があります。 iMac の場所を蜜えたり、向きを蜜えたりすると受信効率が上が 
ることがありまず。 

• AirMac の信号レベルを確認しまず。メニューバーの AirMac ステータスアイコンに最大4本の 
バーが表示されます。 

•電子レンジ、コードレス電話、または干渉の原因となるその他の装置をベースステーションの 
そばで使用している塌合、ネットワークパフォーマンスに問題が生じることがあります。干渉 
を最小限に抑えるには、それらの装置からペースステーションを離してください。 
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• AirMac の使用やトラブルへの対処方まについて詳しくは、「ヘルプ j > 「 Mac ヘルプ j と選択 
し、「ライブラリ J > 「 AirMac ヘルプ」と選択してください。 

インターネット接続に問題があるときは 

• ネットワークケーブルが正しく接続されていることと、正しく動作することを確かめまず。 

• ダイヤルアップインターネット接続を使巧している場合は、モデムケーブルが外部モデム（別 
売）のポートに接続されており 、 Ethernet (<"•>) ポートに接続されていないことを確かめまず。 

• インターネットに接続するための iMac の設定については、105ぺージの「インターネットに接 
続ずる J を参照してください。インターネット接続の設定方法や、インターネット•サービス • 
プロバイダへの問い合わせ先を知る方法（「設定アシスタント J でインターネットアカウントを 
取得した場合）が記載されていまず。 

• インターネット接続に問題が起きた場合の詳細は、110ページの•■接続のトラブルシューティ 
ング」を参照してください。 

ディスクの取り出しに問題があるときは 

• ディスクを取り出せない場合は、ディスクを使巧している可能性があるアプリケーシヨンをず 
ベて終了してから、キーボードのメディア•イジェクト•キ ー (句を押しまず。 

• それでも取り出せない場合は、 Finder ウインドウを開き、サイド八‘一でディスクのアイコンの 
横にある取り出しアイコンをクリックするか、デスクトップにあるディスクのアイコンを「ゴ 
ミ箱」にドラッグします。 

• 上記の方まがラまくいかないときは、アップルメニュ ー> 「「ユーザ J (お使いのユーザアカウ 
ント名がメニューに表示されまず）のログアウト J と選択し、お使いのユーザアカウントを口 
グアウトした後、キーボードのメディア•イジェクト•キ ー (±)を押しまず。 

• それでも取り出せない場合は、マウスボタンを押したまま iMac を再起動します。 
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iMac を使用しているときや Mac OS を操作しているときに問題が起きるときは 

-疑問に対する回答がこのマニュアルに記載されていない場合は、 「 Mac ヘルプ J で操作手順や卜 
ラブルへの対赃方法を調べてくださし 「 Finderj で「ヘルス> Mac ヘルスと選択します。 
• アップルのサポート情報の Web サイト （ www . apple . com / jp / suppo け）では、トラブルへの対 
処方まやソフトウェアのアップデートに関ずる最新情報を参照できまず。 

曰時の設定が繰り返し失われるときは 

内部バックアップバッテリーを交換する必要がある場合がありまず。お使いの iMac のバッテリー 
は、 ユーザには交換できません。詳しくは、アップル正規サービスプロバイダまたは Apple Store 
直営店に問いをわせてください。 

製品のシリアル香号を確認する 

お使いの iMac のシリアル番号は、スタンドの底面にありまず。「システムプロファイラ J で確認 
することもできます。メニューバーからアップル （■) メニュ ー >「この Mac について」と選 
択し、「詳しい情報 J をクリックしまず。八ードウエアの開閉用兰角ボタンをクリックしてシリ 
アル番号を表示しまず。 


ま5章 トラブルへの対化方ま 


Apple Hardware Test を使用する 

「Apple HardwareTestj を使って、 iMac の八ードウエアに問題があるかどうかを確認すること 
ができます。 


Apple Hardware Test を使巧するには： 

1 キーボードとマウスお外のすべての外部装置を iMac から取り外しまず。 Ethernet ケーブルが接続 
されている塌合は、そのケーブルを取り外しまず。 

2 iMac に付属の 「 Mac 日 S X Install Disc 1」を挿入します。 

3 iMac を再起動し、起動時に 「 Dj キーを押したままにしまず。 

4 「Apple Hardware Testj で言語選択の画面が表示されたら、コンピュータの使巧場所に適した言 
語を選択します。 

5 Return キーを押すか、または右矢印ボタンをクリックしまず。 

6 「Apple Hardware Testj のメイン画面が表示されたら（約45砂後）、画面に表示される指示に従っ 
て操作しまず。 

7 「Apple Hardware Testj によって問題が検出された場をは、エラーコードが表示されまず。サ 
ポートを要請する前に、エラーコードをメモしてください 。 「Apple Hardware Test 」 によって 
八ードウエアの障害が検出されない場合、問題はソフトウ X アに関係している可能性がありまず。 

「Apple Hardware Testj について詳しくは 、 「Mac OS X Install Disc 1」にある 「Apple Hardware 
Test について j を参照してください。 


ま 5 き トラブルへの対化方ま 


93 




仕様 


A 


輩 


「システムプロファイラ」 を使って、内蔵 メモリ 量、八ード 
ディスク容量、取り付けられた装置、および製品のシリア 
ル番号など、お使いの iMac の詳しい情報を確認できます。 

「システムプロファイラ J の情報にアクセスするときは、メニューバーからアップル （ t ) メニュ ー 
>「この Mac について」と選択し、「詳しい情報 J をクリックします。 
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別のカテゴリの情報の表示/非表示 
を切り替えるには、ウインドウ内の 
三角形をクリックします。 


eoe 

System Profile 

System Profile 

1 口/06 10;S2AM 

内* 

A- ドウ i7 め M : 

kv フトウ王ア 
►ネットローク 

コンピユータを： iMat 


3ンピユータの 5W: iMac4.1 

ATA 

Bluetooth 

Fibre Channel 

C 扣タイフ： Intel Core Duo 

]ァな： 2 

CPU iSJS: 2 CHz 

PC 力ード 

ニタキでツシユ{巧冉）： 2 MB 

PCI 力ード 

"ス迅 *； 667 MHz 

才ーデイス（巧 ■) 

ブート ROM のバージ a ン； IM 4.1002 D.OOO 

シリア JUS 号； was 28027 TZC 

グラフイックス/ディスフレイ 

ディスク巧ぶ 
バラレル SCSI 


Xモ y 
が 

/' 


詳しい情報は、インターネット （ www . apple . com / jp/imac および www . apple . com / jp / support ) 
で参照できます。 
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付録 A 仕様 







ち全性、使用、保守についての情 
報 



I 


を全のため、および装置の保全のため、 iMac を清掃したり 
扱ったりするときは、この付録で説明するルールに従って 
ください。また、この付録では、より快適に作業するため 
のガイドラインも示しています。 

アップル製品は、情報技術および才ーデイオビデオ機器における最新のを全基準の査定のもとに 
デザインされていまず。ただし、製品およびそのマニュアルに記載されている安全性に関する重 
要な情報には、必ず従ってください。 

iMac を安全に設置、使巧するために 

コンピュータをお使いになる方の安全と装置の故障防止のため、常にが下の点にごを意くださ 
い。コンピュータをお使いになる方が、いつでもこれらのを意事項を参照できるようにしておい 
てくださし、。 

• お使いのコンピュータは、平らな安定した作業場巧に設置してください。 

• 飲み物、洗面台、浴槽、シャワーなど、水のある場所にはコンピュータをお付けないでください。 
-雨や雪が入り込む場所や、湿度が極端に高い場所にはコンピュータを近付けないでください。 

• 電源を完全に切る唯一の方法は、電源コードをあくことです。メモリを取り付けるためにコン 
ピュータのケースを開けるときは、事前に電源を取り外してください。 
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•次のようなときは、電源コードを抜いてから（コードではなく、必ずプラグを持ってないてく 
ださい)、モデムケーブルを取り外してください： 

• メモリを追加したいとき 

• 電源コードやプラグがすり切れているときや壊れているとき 
-本体内部に液体が流れ込んだとき 

• iMac が雨や過度の湿気にさらされたとき 

• iMac を落としたときや、装置の外面が壊れたとき 

• iMac に保守サービスや修理が必要だと思われるとき 

• 装置の外面を清掃したいとき（後述の方法が外では清掃しないでください） 

-お使いの iMac には磁石が含まれています。磁気に影響を受ける物や装置を、コンピュータの25 
mm (1 インチ）が内には近づけないでください。 

重要： 電源を完全に切る唯一の方まは、電源コードを取り外ずことでず。必要なときに iMac の 
電源を切れるようにずるため、電源コードのどちらか一端にずぐに手力谓く場所に設置してくだ 
さし、。 


客告： 付属の電源コードには、アース線が付いています。このアース線は、接地電源コンセン 
卜のみに適合しまず。コンセントが接地されていないためにそのコンセントに接続できない場 
合は、電気技師に依頼してコンセントを適切な接地コンセントと取り換えてください。アース 
線は、できれぱ接続ずるよラにしてください。 
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付録 B を全性、使用、保守に ついての 情報 



重要： 電気製品は、取り扱いを誤ると大変危険です。本製品に限らず、お子様が電気製品をお使 
いになるときは、そばで大人の方が監視、指導してあげてください。また、電気製品の内部や 
ケーブル、コード類にはお子様が手を触れないようにごを意ください。 


客告：本 製品の本体ケースの換気装置やすきまなどに、ものを差し化まないでください。その 
ようなことをすると、大変危険です。また、火災や感電につながる可能性もありまず。 


自分で修理をしない 

お使いの iMac には、メモリを除いて、ユーザが修理できる部品はありません（メモリの追加に 
ついては、75ぺージの第4章「メモリを取りイ寸ける」を参照してください）。 iMac を開けない 
でください。 iMac の修理が必要な場合は、アップル正規サービスプロバイダまたはアップルに 
問いをわせる方法について、コンピュータに付属のサービスとサポートに関する資料を参照して 
ください。 

iMac を開けた塌を、またはメモリ L 乂外の部品を取り付けた場を、装置が故障ずる危険性があり 
まず。ご自分で巧った作業が原因で発生した故障に対して、製品保証は適用されません。 

コネクタとポート 

コネクタを無理にポートに押し化まないでください。コネクタとポートを簡単に接続できない場 
合は、コネクタとポートがをっていない可能性がありまず。コネクタとポートが合っていること 
と、コネクタとポートの向きや位置が正しいことを確認してください。 


付録 B を全性、使用、保守についての情報 
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レーザーに関する情報 


蓄告： お求めの装置に付属ずる説明書に指定された方法が外による調整あるいは操作は、危険 
な被曝を引き起こす可能性があります。 


しーザーを格納しているキャビネットを分解しないでください。この製品で使用されているレー 
ザービームは視覚に対して有害です。 拡大レンズのような光学機器をこの製品と使用すると、視 
覚に害を与える危険性が高まります。安全のために、この装置の修理•点検はアップル正規サー 
ビスプロバイダにのみ依頼してください。 


お使いのコンピュータは、光学式ディスクドライブが搭載されているため、クラス1レーザー製 
品です。ユーザが確認できる塌巧に貼られたクラス1のラベルは、ドライブが最低の安全要求事 
項を満たしていることを示していまず。サービス警告ラベルは、ユーザが確認できる場所に貼ら 
れています。製品に貼られたラベルは、ここに示すものと多少異なる場合がありまず。 



クラス1ラベル サービス含告ラベル 


危険性の高い行為に関する警告 

このコンピュータシステムは、原子力施設-飛行機の航行や通信システム-航空管制システムな 
ど、コンピュータシステムの障害が生命の危険や身体の障害、あるいは重大な環境破壊につなが 
るようなシステムにおける使用を目的としていません。 
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付録 B を全性、使用、保守に ついての 情報 










聴覚が損なわれないよラにする 

客告： イヤフォンやへッドフォンを大きな音で使用すると、聴覚に障害が生じる場合がありま 
ず。大音量で聞いていると耳が慣れて普通に聞こえるよラになりまずが、聰覚を損なラ危険が 
ありまず。耳鳴りがしたり声がこもって聴こえたりする場合は、使巧を中止し、聴覚の検査を 
受けてください。音量が大きいほど、聴覚への影響が早く現れまず。専門家は、聴覚を保護す 
るために次のことを推巽していまず： 

-イヤフォンやへッドフォンを大音量で使用する時間を制限する 
• 周囲の騒音を遮断するために音量を上げるのを避ける 
• 人の話し声が聞こえない塌合は音量を下げる 


人間工学 について 

ここでは、健康的な環境で作業を巧うためのヒントを示しまず。 

イス 

イスは、調節機構付きで、快適で安定感のあるものが理想的です。イスの高さは、座ったときに 
太ももがほぼ水平になるよラに調節しましよう。このとき、足の裏全体が床に着くようにしてく 
ださい。イスは、背もたれが腰の部分を支えるよラに調節しましよラ。使っているイスの説明書 
などを参照して、背もたれを自分の身体に合わせて調節してください。 

キーボードを操作するときにひじを直角に保つために、イスの高さの調節が必要になることがあ 
ります。イスを高くしたことで、足の裏全体が床に着かなくなったときは、足は台のようなもの 
に載せてもかまいません。足を台に載せる代わりに、机を低くずる方まもありまず。また、机よ 
りもややおい位置にキーボード専用の台が付いている机を利用する方法もあります。 


付録 B を全性、使用、保守に ついての 情報 
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肩の力を巧く 


45〜70 cm 


画面の上端が目の高さ 



ディスプレイ 

ディスプレイは、キーボードの前に座ったときに画面の上端が目の高さかそれよりもやや低くな 
るように設置しましよう。目から画面までの距離は各自で決めてかまいませんが、45〜 70 cm 程 
度の間隔を取るのが一般的なようです。ディスプレイは、画面に窓の明かりや照明などがお射し 
ないような塌所に設置しましよう。 

マウス 

マウスはキーボードと同じ高さに置き、無理なく届く範囲にあるようにします。 
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付録 B を全性、使用、保守についての情報 
















キーボード 

キーボードを使うときは肩に力を入れずぎないようにしてください。上腕と前腕の角度は、直角 
よりも少し大きくなるようにしまず。また、手首と手のひらは、ほぼ一直線になるようにしてく 
ださい。 

入力するときは軽くタッチし、手と指に力を入れずぎないよラにしてください。親指を手のひら 
の下に入れないよラにミち意してください。 

頻繁に手の位置を変えると、疲労を防止できます。休みなしで集中して作業ずると、手や手首、 
腕などの不快感が増ず可能性がありまず。手や手首、腕などの痛みや不快感が慢性的になってき 
たら、専門医に相談しましよう。 

人間工学についての詳しい情報 

次の Web サイトを参照してください： www.apple.com/jp/about/ergonomics 

iMac を清掃する 

iMac や装置の外面を清掃するときは、が下のガイドラインに従ってください： 

• iMac をシステム終了し、すべてのケーブルを取り外します。 

- iMac コンピュータの外面を清掃ずるときは、柔らかく、けば立たないホに少量の水をイ寸けて使 
用してください。清掃の隙には装置に水などが入り化まないようにを意してくださし iMac に 
液体を直接吹きかけないでください。 

-スプレー式の液体クリーナー、溶剤、研磨剤などは使わないでください。 


付録 B を全性、使用、保守についての情報 
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iMac のディスプレイを清掃ずる 

iMac の面面は、が下の手順で清掃してください： 

• iMac をシステム終了し、すべてのケーブルを取り外しまず。 

• 柔らかくけば立たない布を軽く湿らせてから画面を清掃します。画面に液体を直接吹きかけな 
いでください。 

iMac を持ち運ぶ 

iMac を持ち上げたり移動したりずる前に、接続されているケーブルやコードをすべて取り外ず 
必要があります。 

iMac を持ち上げたり移動したりずるときは、コンピュータの側面を持ってください。 

環境向上への取り組み 

Apple Computer, Inc. では、事業活動および製品が環境に与える影響をできる限りルさくずるよ 
ラ取り組んでいます。詳しい情報については、次の Web サイトを参照してください： 
www.apDle.com/jp/environment/summary.html 
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インターネットに接続する 


iMac を使って、 WorldWideWeb をブラウズしたり、友 
達や家族にメールを送ったり、インターネット上でリアル 
タイムで会議を行ったりできます。インターネットに接続 
するには、な下の情報を参照してください。 

はじめて MacOSX を起動するときに、「設定アシスタント J を使ってインターネット設定情報 
を簡単に入力ずることができまず。「設定アシスタント J を使ってインターネットの設定をしな 
い塌合、「ネットワーク設定アシスタント」を使ってあとで設定することができまず009ぺージ 
の「ネットワーク設定アシスタントを使用ずる」を参照してください)。 

インターネット接続には、次の4つの種類がありまず： 

-高速 DSL モデムまたはケーブルモデム接続 一Ethernet ケーブルを使って、 ISP から提供された 
特別なモデムにコンピュータをつなぎまず。 

• AirMac Extreme ワイヤレス接続 —AirMac Express ベースステーシヨン、 AirMac Extreme 
ベースステーシヨン、またはほかのワイヤしスネットワークを使って、ワイヤレスでインター 
ネッ 卜にコンピュータを接続しまず。 

• LAN (Local Area Network) —Ethernet ケーブルを使って、 LAN にコンビュータをつなぎま 
す。会社などで一般に使巧されている方法でず。 

• ダイヤルアップ接続一外部モデムをコンピュータの USB ポート（ホ）に接続し、モデムケーブ 
ルを使って、モデムを電話のモジュラージャックにつなぎまず。 


C 


I 
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インターネットに接続ずる前に、が下の準備が必要でず： 

1 ISP のアカウントを設定しまず。電話帳のインターネット関連のぺージで、 ISP を見つけることが 
できまず。「インターネットアクセス」、「インターネットサービス J、 「オンライン J などの見出 
しで探してください。 

2 必要な接続情報を ISP またはネットワーク管理者から入手しまず。それぞれの接続の種類に必要な 
情報については、次の107ページの「必要な情報を用意ずる J を参照してください。参照用に、 
次のぺージが降に情報を直接書き化むことができまず。次に、その情報を「設定アシスタント」 
に入力しまず。 

同じ場所にある別のコンピュータがすでにインターネットに接続されている塌をは、その設定を 
使巧できることがありまず。 

Mac OSX コンピュータで設定情報を見つけるには： 

-「システム環境設定」の「ネット ワーク J パネルを開きまず。 

• 「表示」ポップアップメニューからお使いの接続方法を選択しまず。 

• お使いの設定に関する情報をコピーします。 

Windows PC で設定情報を見つけるには： 

Windows コンピュータの接続情報は2つの場所にありまず。 

• IP アドレスとサブネットマスクを見つけるには、「ネットワーク接続」コントロールパネルを開 
きます。 

•ユーザアカウント情報を見つけるには、「ユーザーアカウント J コントロールパネルを開き 
まず。 

3 外部モデムを使巧する場合は、モデムをコンピュータの USB ポート（ホ）につなぎ、モデムケー 
ブルをモデムのポートと電話のモジュラージャックにつなぎまず。 DSL モデムまたはケーブルモ 
デムを使用ずる塌合は、モデムに付属の指示に従ってモデムをコンピュータに接続します。 


付録 C インターネットに接続する 


4 お使いのコンピュータの電源を入れ、「設定アシスタント」に情報を入力してインターネット接 
続を設定します。 

コンピュータを起動済みで、インターネット接続の設定に「設定アシスタント J を使用しなかつ 
た塌合は、109ぺージの「ネットワーク設定アシスタントを使用ずる」を参照してください。 

必要な情報を用意する 

インターネット. サービス. プロバイダ （ISP)、 ネットワーク管理者、またはほかのコンピュー 
夕から入手した情報をこれが降のページに書き化んでから、その情報を「ネットワーク設定アシ 
スタント」に入力することができます。 

モデムによるダイヤルアップ接続を設定するには、次の情報を取得しまず： 

-サービスプロバイダ名 
• ユーザ名またはアカウント名 
• パスワード 
• ISP の電話番号 
-代替電話番号 
• 外線発信番号 
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DSL モデム、ケーブルモデム、 LAN、 または AirMac Extreme ワイヤレス接続を設定ずるには： 

まず、接続方法を選びまず（分からない場合は、システム管巧者または ISP に問い合わせてくだ 
さい）： 

-手入力 

• DHCP を使ってアドレスを手入力 

• DHCP サーバを参照 

• BOOTP サーバを参照 
. PPP 


どの方法を使用したらいい力、が分からない場合は、 「DHCP サーバを参照 J を選択ずることをお 
勧めします。 「DHCP サーバを参照」を選おすると、必要な情報の大半がネットワークにより自 
動的に提供されます。 

「手入力 J または 「DHCP を使ってアドレスを手入力 J を選んだ場合は、次の情報を取得しまず： 

• IP アドしス 

• サブネットマスク* 

• ルーター アドレス* 

*「DHCP を使ってアドレスを手入力 J を還んだ場をは、サブネットマスクまたはルーターアド 
しスは必要ありません。 

て) H びサーバを参照」を選択した場合は、が下のオプション情報が必要かどうか、 ISP に問い合 
わせてください： 

• DHCP クライアント ID 
- DNS サーバ 
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で PPj ( PPPoE 接続用）を選んだ場合は、次の情報を取得します： 

• サービスプロバイダ 
• アカウント名 
• バスワード 
• PPPoE サービス名 

次の情報はオプションの塌合がありまず。必要な情報かどうか、お使いの ISP またはシステム管 
理者に問い合わせてください。 

- DNS サーバ 
-ドメイン名 
• プロキシ サーバ 

ネットワーク設定アシスタントを使用する 

iMac をはじめて起動したときに「設定アシスタント」を使ってインターネットの設定をしなかっ 
た場合、「ネットワーク設定アシスタント J を使って、いつでもインターネット接続の設定や設 
定の蜜更ができます。 

>■ネットワーク設定アシスタント J を使用するには： 

1 アップル （ t ) メニュ ー> 「システム環境設定」と選択します。 

2 「ネットワーク」をクリックしてから、「アシスタント」をクリックします。 

3 「アシスタント」をクリックして、「ネットワーク設定アシスタント」をを開きまず。 

4 画面に表示される指示に従って操作しまず。 

インターネット接続の設定についての詳しい情報は、 「 Mac ヘルプ」で参照できます。「ヘルプ J 
> 「 Mac ヘルプ」と選択し、「インターネットに接続ずる J で検索してください。 
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接続のトラブルシューティング 

インターネット接続に問題があるときは、このセクション内に記載されている手順を試してみる 
か、「ネットワーク診断」を使用することができます。 

>■ネットワーク診断 J を使巧ずるには： 

1 アップル （>) メニュ ー> 「システム環境設定」と選択します。 

2 「ネットワーク」をクリックしてから、「アシスタント」をクリックします。 

3 「診断」をクリックして、「ネットワーク診断 J を開きまず。 

4 画面に表示される指示に従って操作します。 

ネットワーク診断で問題を解決できない場をは、接続しようとしている ISP 、 ISP に接続ずるため 
に使用している外部デバイス、またはアクセスを試みているサーバに問題がある可能性がありま 
ず。が下の手順を使用することもできます。 

ケーブルモデム、 DSL モデム、 LAN でのインターネット接続 

モデムの電源コード、モデムとコンピュータの接続コード、モデムとモジュラージャックの接続 
コードなどのすベてのモデムケーブルがしっかり差し込まれていることを確認しまず 。 Ethernet 
八プやルーターへのケーブルと電源を確認しまず。 

モデムの電源を切ってから再投入し、モデム八ードウエアをリセットずる 

DSL モデムまたはケーブルモデムの電源を数分間切ってから、電源を再投入しまず。に P の中に 
は、モデムの電源コードを抜くことを勧めるところもあります。モデムにリセットボタンがつい 
ている塌をは、いったん電源を切って再投入ずる前か後でリセットボタンを押すことができまず。 
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PPPoE 接続 

PPPoE を使ってインターネット•サービス•プロバイダに接続できない場合は、「ネットワーク」 
環境設定に立しい情報が設定されているか確認してください。 

システム環境設定の設定をチェックする： 

1 アップル （ t ) メニュ ー> 「システム環境設定」と選択します。 

2 「ネットワーク」をクリックします。 

3 r 表示」ポップアップメニューから「ネットワークポート設定 J を選択します。 

4 「内蔵 Ethernet ! を「ポート設定 j リストの一番上にドラッグしまず。 

5 「表示」ポップアップメニューから「内蔵 Ethernet 」 を選択します。 

6 で PPoE 」 をクリックします。 

7 で PPoE を使って接続」を選択します。 

8 「アカウント名」フイールドをチェックして、 ISP から提供された正しい情報を入力していること 
を確認しまず。 

9 パスワードの保巧を選択していた場合は、パスワードが正しいことを確認ずるためにパスワード 
をもう一度入力しまず。 

10 TCP / IPj をクリックします。 ISP から提供された正しい情報をこのパネルに入力したことを確認 
してください。 

11 「今ずぐ適用 J をクリックしまず。 
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ネットワーク接続 

Ethernet ケーブルがお使いのコンピュータおよびネットワークに接続されていることを確認し 
てください。 Ethernet 八ブやルーター への ケーブルと電源を確認します。 

2台が上のコンピュータでインターネット接続を共有ずる場合は、ネットワークが正しく設定さ 
れていることを確認してください。 ISP が1つの IP アドレスのみを提供している力、、各コンピュー 
夕に 1 つずつ複数の IP アドレスを提供しているかを、知っておく必要があります。 

1つの IP アドしスのみを使用する場をは、接続を共有できるルーター、ずなわちネットワークア 
ドしス変換 ( NAT ) または 「 IP マスカレーディング」が可能なルーターを用意する必要がありま 
す。設定情報については、ルーターに付属のマニュアルを確認するか、ネットワークの設定担当 
者に確認してください 。 AirMac Extreme ベースステーシヨンを使って、1つの IP アドレスを複 
数のコンピュータで共有ずることができます 。 AirMac Extreme ベースステーシヨンの使巧方法 
について詳しくは、 「 Mac ヘルプ J で確認ずるか、アップルの AirMac の Web サイト 
( www . apple . com / jp / airmac ) を参照してください。 

上記の手順で問題が爵決しない場合は、 ISP またはネットワーク管巧者に問い合わせてくださし、。 
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通信情報機器に関する規制 


FCC Compliance Statement 

This device complies with part 15 of the FCC rules. 
Operation is subject to the following two conditions:(1) 
This device may not cause harmful interference, and (2) 
this device must accept any interference received, 
including interference that may cause undesired 
operation. See instructions if interference to radio or 
television reception is suspected. 

Radio and Television Interference 
This computer equipment generates, uses, and can 
radiate radio-frequency energy. If it is not installed and 
used properly — that is, in strict accordance with Apple's 
instructions—it may cause interference with radio and 
television reception. 

This equipment has been tested and found to comply 
with the limits for a Class B digital device in accordance 
with the specifications in Part 15 of FCC rules.These 
specifications are designed to provide reasonable 
protection against such interference in a residential 
installation. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. 

You can determine whether your computer system is 
causing interference by turning it off. If the interference 
stops, it was probably caused by the computer or one of 
the peripheral devices. 

If your computer system does cause interference to 
radio or television reception, try to correct the 
interference by using one or more of the following 
measures: 

• Turn the television or radio antenna until the 
interference stops. 


• Move the computer to one side or the other of the 
television or radio. 

• Move the computer farther away from the television or 
radio. 

• Plug the computer into an outlet that is on a different 
circuit from the television or radio. {That is, make 
certain the computer and the television or radio are on 
circuits controlled by different circuit 

breakers or fuses.) 

If necessary, consult an Apple-authorized service 
provider or Apple. See the service and support 
information that came with your Apple product. Or, 
consult an experienced radio/television technician for 
additional suggestions. 

Changes or modifications to this product not authorized 
by Apple Computer, Inc., could void the EMC 
compliance and negate your authority to operate the 
product. 

This product has demonstrated EMC compliance under 
conditions that included the use of compliant peripheral 
devices and shielded cables between system 
components. It is important that you use compliant 
peripheral devices and shielded cables (including 
Ethernet network cables) between system components 
to reduce the possibility of causing interference to 
radios, television sets, and other electronic devices. 

Responsible party (contact for FCC matters only): 

Apple Computer, Inc. 

Product Compliance 
1 Infinite Loop M/S 26-A 
Cupertino, CA 95014-2084 



Bluetooth Information 

FCC Bluetooth Wireless Compliance 

The antenna used with this transmitter must not be 

colocated or operated in conjunction with any other 

antenna or transmitter subject to the conditions of the 

FCC Grant. 

Bluetooth Industry Canada Statement 

This Class B device meets all requirements of the 

Canadian interference-causing equipment regulations. 

Cet appareil numerique de la Class B respecte toutes les 
exigences du Reglement sur le materiel brouilleur 
du Canada. 

Bluetooth Europe-EU Declaration of Conformity 
This wireless device complies with the specifications EN 
300 328, EN 301-489, and EN 60950 following the 
provisions of the R&TTE Directive. 

Industry Canada Statement 
Complies with the Canadian ICES-003 Class B 
specifications. Cet appareil numerique de la classe B est 
conforme h la norme NMB-003 du Canada. 

Exposure to Radio Frequency Energy 

The radiated output power of the AirPort Extreme Card 
in this device is far below the FCC radio frequency 
exposure limits for uncontrolled equipment.This device 
should be operated with a minimum distance of at least 
20 cm between the AirPort Extreme Card antennas and 
a person's body and must not be co-located or operated 
with any other antenna or transmitter. 

European Community 

Complies with European Directives 72/23/EEC and 89/ 
336/EEC, and 99/5/EC. 


Europe-EU Declaration of Conformity 

The equipment complies with the RF Exposure 
Requirement 1999/519/EC, Council Recommendation of 
12 July 1999 on the limitation of exposure of the general 
public to electromagnetic fields (0 Hz to 300 GHz. This 
equipment meets the following conformance standards: 
EN300 328, EN301 893, EN301 489-17, EN 60950 
Hereby, Apple Computer, Inc, declares that this 802.11 a/ 
b/g Mini-POe card is in compliance with the essential 
requirements and other relevant provisions of Directive 
1999/5/EC. 


Korea Mouse Statement 

普客 { 亞曾酉 ）： Mighty Mouse {All52) 

白吾由宣： E-COn-05-3838{B) 

己吾ストおを： OH 量岂靑马互 a |0 K 手） 

巧 I で S 智岂：置互互フ I 

巧 I 丕ス [7 巧 I 玄马 ： Apple Computer Inc. / 岂 ■司 | 0 | ス 101 • 


留吾(亞智曾}: Mighty Mouse (AT 152) 
己き田を： E-COn-05-3838(6) 

甘吾ストお童： OH 量吾を Ei 五司か梓） 

巧 I を3智岂：曾£互フ I 
巧 I 玉巧/別壬 3 : Apple Computer Inc. / 香ち 

Korea Statements 

"をる Ij 早妇过 B| ち吾客吾召巧さ ■tJ 引ちお 0| お登 " 


巨百フ I フ I { フト召客召占宫社フ I フ I) 

〇 1 フ 1 フ 1 ちフト召さ S を召ストな卜勾を音写畳をフ I フ I を入 ■! 
をフ H ス I 马〇ち宣草立吉ス I ち圳 Ai 入卜寒をみなをし I こ h 
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Singapore Wireless Certification 

Complies with 
IDA Standards 
DB00063 

Taiwan Wireless Statements 

が 2.4GHz 區域內操作之 
お综設お的芭吿尝巧 

經型式認證合格之ほめ率が頻電機 ’ お經許可 ’ 公司 - 
商號或使用を巧不得擅自費更頻率 ' 加大巧率ホ費更原 
設計之特性及巧能。ほ巧率が頻電機之巧巧不得影響巧 
おちを及干运合法通信：經巧現有干运現を時’應立即 
停巧 - 並改善至お干揉時方得繼漬巧巧。前項合法通信 
ち依電信を規定作業之お線電通信。化巧率が頻電機須 
忍を合法通信或工業.巧學及醫療巧電波廣が性電機設 
倩之干虔。 

が 5.25GHz 至 5.35GHz 區域內操作之 
お綜哉備的 巧 吿聲巧 

エホ頻率 5.250 - 5.350 GHz な頻段限於室內使巧。 

Taiwan i>tatement 

產品ちお：滑鼠 
型號 : A 115 2 

進口商：美商賴果電腦股巧ち限公司台蠻分公司 

Taiwan し lass B Statement 

Gass B 設備的を吿聲巧 
NIL 


VCCI クラス B 基準について 

情報処理装置等電波障害自主規制 について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協譲 
会 (VCCI) の基準に基づくクラス B 情報技術装置で 
す。この装置は家庭環境で使巧されることを目的と 
していますが、この装置がラジオやテレビジョン受 
信磯に近接して使用されると、受信障害を引き起こ 
ずことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取扱をしてください。 

Mouse Class 1 LED Information 

The Apple Mighty Mouse is a Class 1 LED product in 
accordance with lEC 60825-1 A1 A2. 

It also complies with the Canadian に ES-003 Class B 
Specification. 

Using an External USB Modem 

If you connect your iMac to a phone line using an 
external USB Modem, please refer to the 
telecommunications agency information in the guide 
that came with your modem. 

ENERGY STAR。Compliance 

As an ENERGY STAR® partner, Apple has determined that 
standard configurations of this product meet the 
ENERGY STAR guidelines for energy efficiency.The 
ENERGY STAR program is a partnership with office 
product equipment manufacturers to promote energy- 
efficiency. Reducing energy consumption of office 
products saves money and reduces pollution by 
eliminating wasted energy. 
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廃棄とリサイクルに関ずる情報 

この製品のバックライトランプには水銀が含まれまず。お住 
まいの地域の環境法と廃棄基準に化って廃棄してください。 
アップルのリサイクルプログラムについては、次の Web サ 
イトを善照してください： 
www.apple.com/jp/environment/summarv.ntml. 

European Union 

X 

The symbol above means that accordina to local laws 
and regulations your product should be disposed of 
separately from household waste. When this product 
reaches its end of life, take it to a collection point 
designated by local authorities. Some collection points 
accept products for free.The separate collection and 
recycling of your product at the time of disposal will 
help conserve natural resources and ensure that it is 
recycled in a manner that protects human health and 
the environment. 


バッテリーの南案 

お使いの iMac には内部バックアップバッテリーが装備され 
ています。バックアップバッテリーは、コンピユータの電源 
が切れているときに、日時などの設定をな持します。バッテ 
リーの交おはしないでください。バッテリーを交換できるの 
は、アップル認定の巧術をだけです。 

この製品の寿命が尽きたときは、お住まいの地域の環境巧と 
廃棄基準に従って廃棄してください。 

Weder/ands;uebruikte batterijen kunnen worden 
ingeleverd bij de chemokar of in een speciale 
batterijcontainer voor klein chemisch afval (kca) worden 
gedeponeerd. 

I 

Deutschland: Dieses Gerat enthalt Batterien. Bitte nicht 
in den Hausmiill werfen. Entsorgen Sie dieses Gerates 
am Ende seines Lebenszykius entsprechend der 
maBgeblichen gesetzlichen Regelungen. 

Taiwan: 

囲 

あ電池請回化 
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